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予算決算審査委員会記録 

 

招 集 日 時 令和2年3月23日（月） 午前9時30分 

開議・閉議 午前9時30分 開会  ～ 午後7時16分  閉会 

場所・形態 委員会室 会期中（第2回定例会）の開催 

出 席 委 員 委員長 橋本逸夫 副委員長 田口豊作 

 委員 尾川直行  土器 豊 

  掛谷 繁  守井秀龍 

  川崎輝通  中西裕康 

  青山孝樹  藪内 靖 

  西上徳一  石原和人 

  森本洋子  星野和也 

欠 席 委 員  なし   

遅 参 委 員  なし   

早 退 委 員  なし   

列 席者等 議長 立川 茂   

説 明 員 
保健福祉部長 
兼 福祉事務所長 

山本光男 保健課長 森 優 

 教育部長 田原義大 教育振興課長 大岩伸喜 

 学校教育課長 朝倉 健 幼児教育課長 波多野靖成 

 社会教育課長 竹林幸作   

傍 聴 者 報道関係 あり 一般傍聴 なし  

審 査記録 次のとおり    
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              午後１時３０分 開会 

○橋本委員長 皆さん、こんにちは。 

 ただいまの御出席は１４名です。定足数に達しておりますので、これより予算決算審査委員会

を開会します。 

 開会の冒頭、先般の予算委員会で厚生関係での森保健福祉課長の答弁に一部訂正がございます

ので、発言を許可いたします。 

○森保健課長 失礼します。先日３月１９日の委員会の予算審査におきまして、衛生費、保健衛

生費、扶助費のうち精神障害者医療費の説明で国民健康保険及び後期高齢者医療制度の被保険者

で精神科医を受診した交通費の自己負担分を支給するものとお答えいたしましたが、交通費の自

己負担分を支給するの部分を医療費の自己負担分を支給するものに訂正させていただきたいと思

います。大変御迷惑をおかけして、どうも申しわけございませんでした。 

○橋本委員長 ただいまの答弁の修正に関しまして、その部分を質問をしました西上委員、何か

ございますか。なしですね。 

 それでは、両名の方、保健福祉部長あるいは課長、退席をしていただいて結構です。 

 それでは、本日は議案第２号令和２年度備前市一般会計予算及び議案第１７号令和元年度備前

市一般会計補正予算（第４号）について教育部関係の審査を行います。 

 審査終了後、本委員会に付託をされました２議案の採決を行いますので、よろしくお願いをし

ます。 

 それでは、議案番号が前後しますが、まず初めに議案第１７号令和元年度備前市一般会計補正

予算（第４号）から審査を行います。 

 まず、歳入から行います。 

 別冊の補正予算書１４ページ、所管別分類表の８ページをお開きください。 

 項目が複数ございますが、歳入を一括して審査をしたいと思います。 

 歳入関係で質疑を希望される方、挙手願います。 

○守井委員 １５ページ、民生費の負担金の中の保育園費負担金なんですが、公立保育園保育料

４，２００万５，０３０円の当初だったんですが、減額が１，３００万円から出ておるというよ

うなことなんで、これは減額が大きいなと思うんですが、原因は何だったんでしょうか。 

○波多野幼児教育課長 この減額でございますが、昨年１０月からの国の３歳以上無償化により

まして今まで備前市は主食費あるいは副食費、おかず代等につきましては保育料として集めてお

りましたが、主食、副食費は別途実費徴収しなさいという国からの通達を受けまして主食費と副

食費を実費負担ということで保育料から減額したものでございます。ちなみに同じ金額を２５ペ

ージの歳入のほうで園児給食費徴収金といたしまして、そちらのほうを同じ金額増額したもので

ございます。 

○掛谷委員 関連なんですけど、３歳、４歳、５歳が対象ですけど、人数がわかれば教えてくだ
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さい。 

○波多野幼児教育課長 この１０月の主食費、副食費の実費徴収化を受けまして私どもの保育士

の徴収規則でゼロ歳からも全て実費負担ということにいたしましたので、現在入園中の約８５０

名が対象でございます。 

○掛谷委員 全部なんですけど、そのじゃゼロ、１、２、３、４、５という、その人数の内訳わ

かりますか。トータルが８５０人。 

○波多野幼児教育課長 おおよそでございますが、３歳、４歳、５歳が約５００名、ゼロから２

歳までが３００名弱でございます。 

○守井委員 ２５ページ、奨学金の関係でちょっとお聞きしたいと思いますが、４１万円奨学資

金返還金で３７５万円ほどが予算しておりましたけれども、４０万円ほどの減額になっておると

いうようなことで、奨学金を返還して定期的に納付書を送って自動的に振り込んでもらうような

形の返還をやられているんだろうと思うんですけども、このあたりはどうだったんでしょうか。

大体予定どおり４０万円ほどですから予定どおりのものが入ったかどうか。 

○竹林社会教育課長 奨学金の返還金につきましては調定見込み、それから収納率をもとに当初

予算のほうを見込ませていただいておりました。結果、調定額で２２万円程度の減、それから収

納率で約５％ほどちょっと減という結果の中で、今回４１万３，０００円ほど減額させていただ

いております。 

○守井委員 大体おおむねの返還であったというふうには思っておるんですか。 

○竹林社会教育課長 おおむね予想見込み程度かと思います。 

○掛谷委員 １７ページなんですけど、教育委員国庫補助金で５節の文化財保護費補助金の６８

万円減になっております。これと保存の関係の地域計画等シンポジウムというものを見送ると書

いてございます。これはどういうふうな理由だったのか、教えていただきたいと思います。 

○田原教育部長 こちらの地域計画策定に関しては、当初計画では単年度で策定を行うこととし

ていたんですが、文化庁との協議を重ねまして今年度実施する予定としていた報告書の作成に係

る費用並びにシンポジウムの開催については来年度に実施することといたしました。地域計画の

策定に関する補助事業については、文化庁サイドでも走りながら考えているような状況でござい

まして、そのような対応となったものでございます。 

○掛谷委員 シンポジウムは来年度にいくのはわかりましたけど、これは何でもう時期が難しい

んですか。 

○田原教育部長 当市のマンパワーの欠如ということもございまして、やむなく来年度に実施す

るという形になった次第でございます。 

○掛谷委員 これ何のシンポジウムでしたかね。 

○田原教育部長 これは文化庁の事業でございまして、地域の文化財を生かしてまちづくりをし

ますと、地域の文化財保存と活用に関しての文化財法の改正がございまして、こちらの活用とい
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うことについていろいろと地域計画を策定するんですが、その内容や活用の方針等についてシン

ポジウムを通じて広く皆様にＰＲをするというような形で考えております。 

○掛谷委員 結局３月末までにできなかったということは、その原因はマンパワーというか、講

師の人が来られんようになったのか、地元の開催の段取りができんかったのか、それ以外どうだ

ったんでしょうか。もうちょっと詰めた話をさせていただきょんですけど。 

○田原教育部長 文化振興課のほうで、職員の人材が不足していたということでございます。 

○尾川委員 関連で、今言うその報告書というのは、備前市の歴史文化基本構想とは違うんです

か。 

○田原教育部長 備前市の歴史文化基本構想も活用計画の一つでございますが、これとは別に文

化庁が法的な根拠を持って策定するという形の計画をつくるということでございます。ベース的

には、保存活用計画をベースに策定してもよいという形になっております。 

○尾川委員 自分の理解が違うかもわからんですけど、歴史文化基本構想というのはちょっと前

の新聞なんじゃけど、市町村が策定したのは約６０ぐらいで、また文化財保護制度見直しという

ことで地域計画を定め、その地域計画を定めるということが今考えとることなんですか。 

○田原教育部長 文化財保護法の改正がございまして、保存活用地域計画というものを定めるよ

うな形で文化庁から推奨がございます。そういった中で、地域計画を策定するという形にしてお

ります。 

○尾川委員 私の勘違いかもしれんけど、つくるんだったら言わへんのじゃけど、この文面を読

んだら歴史文化基本構想がないところが、要するにこっちの内容を充実したらえんじゃねえかと

いうふうに解釈できんのかなと思うて。文化財保護法の改正案を２０１９年度施行を目指すとい

うことで、そのことじゃと思うとんじゃけど、何でかというのが要するに歴史文化基本構想の策

定をせいと言うてもなかなかついていけんところがあるから、結局こっちを充実すりゃえんじゃ

ねえかという意味で質問させてもろうとんじゃけど、別に補助金が出るんだから何でもやりゃえ

えんじゃというマンパワー足らんと言うんじゃからできんということじゃけどね。そういうこと

で、ちょっとその辺を教えてもらおうと思うて質問したんですけど。 

○田原教育部長 今の備前市の策定している歴史文化基本構想というのは策定しているわけなん

ですが、法的な根拠がないところの計画、構想となっております。今回策定するのは文化財保護

法という法的な根拠の中で策定するものでございまして、もちろん歴史文化基本構想の趣旨、そ

ういったものは踏まえつつ内容をより具体化なりしたものを策定するような形で考えておりま

す。また、その策定することによって国の補助の対象とか、そういったことにつながってくると

聞いております。 

○橋本委員長 よろしいか。 

 ほかにございますか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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 ないようでしたら、次に移ってよろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは次に、歳出に入ります。 

 別冊の補正予算書３８ページ、所管別分類表は９ページをお開きください。 

 これも項目が複数ございますが、歳出を全般にわたって範囲といたしたいと思います。 

 補正予算のうちの文教関係、歳出で質疑を希望される方ございますか。 

○守井委員 保育園のところで３９ページ、民生費３項の児童福祉費、保育幼稚園費のところの

臨時雇い賃金なんですが、かなり減額になっておるというようなところで人が集まれんかったん

かなというような感じもするんですけども、いかがなんでしょうか。 

○波多野幼児教育課長 １，８５０万円の減額ということで、フルタイムに換算いたしますと約

１０人分採用に至らなかったというのが原因でございます。 

○尾川委員 今の関連で、しゃあしゃあと１０人分じゃというて答弁されようたんですけど、じ

ゃ、その何か新年度の任用職員で朝三暮四じゃと言うたりするのもおるんじゃけど、その辺で救

済措置というか、要は保育士もえろう採用したら先で課長になるからえろう採用抑えとんじゃと

いうたりするようなこそくな考えじゃなしに、何が欠けて、そのもっと処遇をようしょうかとい

う考えはないんですかな。 

○波多野幼児教育課長 保育士の採用を抑えているということはございません。処遇につきまし

ては、総務課とそのたび協議しておりますが、現状といたしましてはフルタイムを希望される臨

時、つまり４月１日からの会計年度任用職員が今現在不足しており、追加で１５名募集をかけて

いるところでございます。 

○尾川委員 結果的にその採用できんということは、要するにもう結果から見たら処遇が悪いか

らじゃねえかというふうにとれるわけなんじゃけど、例えば処遇の金を上げることも必要なこと

だと思うんじゃけど、例えば労働時間の短縮をしたり、それから仕事の軽減を図ったりするよう

なことを少し見方を変えてあっちやこっちと賃金で競争しても備前市は勝てるか勝てんかやって

みにゃおえんけど、労働条件で張り合うてやって勝てるんかどうか、それで労働力確保できるん

かどうかというのも疑問なんじゃけど、もっとそのまた視点を変えて作業時間の短縮、例えば土

曜日の居残りを７時までを６時までにするとか、保育園は６時になっとったと思うんじゃけど、

時間１時間短縮するとか、そういうやはり備前市としたら保育士は欲しいんじゃけど、なかなか

まあ痛み分けというんじゃねえですけど、預ける人もちょっと我慢してもらうというふうなこと

を言ようたらちょっと問題かもわからんけど、そういうことも処遇改善で働きやすさ、それから

午前中はパートが結構おられる希望があっても、午後のパートというのは比較的いろいろ家事が

あったりしてつきにくいというようなことを何らか方法でそういう賃金で勝負するだけじゃなし

に、労働時間のほうで勝負するというか、言葉ちょっと悪いんですけど、そういうことを考える

気持ちはないんですかな。 
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○波多野幼児教育課長 委員おっしゃるとおりだと思います。特に正規職員でなく臨時の会計年

度職員の面接につきましては、やはり御本人のライフワークに合った希望時間、それから通勤距

離、通勤場所について詳しく聞いた上で条件の合うような採用を心がけるとともに、岡山県の保

育士の相談センターというのもございます。昨年の１０月も出張相談のときに出向いたんです

が、備前市は労働時間も希望に応じますということでホームページ等も上げていただきまして、

働きやすい職場を目指したいと考えております。 

○尾川委員 ぜひ今まで何で保育士が、処遇が悪いと言うたら言葉があれ過ぎるかもわからんで

すけど、ほかの幼稚園の教諭に比べたら行政職に比べても賃金が低いというふうに見えるわけで

すわ。そういうような面でやっぱり何らかの改善を徐々にやっていくと、子育て、子供の教育の

まち備前なんですから、少し積極的にそういった面も保育園は６時までになっとんじゃから、こ

ども園７時までとかというのをちょっと統一するとか、そういうのを一遍にすぐというたらまた

いろいろ語弊がある、いろいろ難しさ、困難があるんかもわからんですけど、そういう切り口で

取り組んでもらいたいと思いますけどな。 

○波多野幼児教育課長 臨時職員に限らず、正規職員の募集の際もなるべく備前市のいい面をＰ

Ｒして学生さんの受験者等もふやしていくように処遇改善についても当然考えていきたいと思っ

ております。 

○掛谷委員 関連なんですけど、先般一覧表をもらいましたね、保育士の。結局岡山市が突出し

てよかったと、あとはもう横並び、倉敷であろうが備前であろうが一緒だったというように記憶

しております。ですから、今尾川委員が言うように、いろんな条件整備もそりゃ必要です。 

 ただ、お金のことになって、そこでやはり高いところへ行ってしまうというのは、そりゃもう

事実だと、どのぐらいの割合かはわかりませんよ。だから、例えば岡山市に次ぐぐらいに、この

採用の件がうまくいけばいいんですけど、うまくいかなくてまた待機児童が発生するような状況

になるとやはりまた考えなきゃいけない。そのときに尾川委員が言うようなことも大切じゃけ

ど、もう処遇を岡山市に次ぐぐらいに考えていくということも行っていかなきゃいけない事態も

出てくるかなと、それはちょっとわかりませんけど、そういうことを含んで検討をすることなん

かは今考えてないと言うんじゃろうけど、どうでしょうか。検討に値しますか。 

○波多野幼児教育課長 賃金を上げるということについては、私の独断ではできませんので、相

談をしていくとともに、学校を回ったときに学生さんがやはり住みやすいところ、それから家の

近くを望むという声も聞かれましたので、賃金がよいことにはこしたことはないんですけども、

そのあたり地元の子をいっぱい保育士になっていただくような方策を同時に考えていきたいと思

っております。 

○掛谷委員 おっしゃるとおりなんです。ただ、賃金を上げるというところの要因というのはか

なり高いと思うんです。全てではありませんけど、大きな要素としてはあると思いますね、要因

として。だから、そういう選択肢も苦渋の選択じゃなくて一つの賃金を上げてあげるということ
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はかなり大きいと思うんですよ。ですから、今後の見通しの中で大変厳しい状況であればやっぱ

りそのあたりも考えていってあげればいいんじゃないかということを、これからのことですけ

ど、考えてみてください。１人じゃできませんから。 

○中西委員 ３９ページの保育幼稚園費の需用費のところで消耗品、賄い材料費がそれぞれ１２

０万円、４５０万円減額になっています。この理由についてお聞かせ願いたいと思います。 

○波多野幼児教育課長 これは決算ベースで予測を立てて、これだけ不用額が出るということな

んですが、園関係者に聞きますと消耗品については特に節約を気をつけたというようなことでは

なく、日ごろ使っているものを十分に使うという中で消耗品の余りが出たということでございま

す。 

 賄い材料費につきましては、一つの原因と考えられますのは夏の暑さから９月の残暑について

生もの、生鮮品の調達を加工品にかなり変えたというような原因が園からは聞かれております。 

○中西委員 その下の幼保一体型施設整備費の、財源更正の理由についてお聞かせください。 

○波多野幼児教育課長 この財源更正につきましては、地方債の３，６８０万円、これを一般財

源に振りかえるということで財政化上の措置と聞いております。 

○中西委員 一般財源がそれだけ余っていたということなんですか。それとも、地方債の発行限

度額が頭打ちになったんですか。 

○波多野幼児教育課長 ちょっと私では、その財政的なところは存じ上げておりません。済みま

せん。 

○中西委員 その財源更正について、また別のところでお伺いしましたけども、これについては

担当課は答えられないと、となるとこういう質疑の場合に財政課なりがやっぱり来てもらわなけ

ればいけないと、あるいはその財源更正についてはもう財政がおるときに聞くべきなんだか、そ

このところは今後とも審議のあり方について一度御検討をお願いしたいと思います。 

○橋本委員長 これは委員長に向けられた質疑ではないかなと思いますが、これらにつきまして

は後刻議運で協議をして決定したいと思います。 

 暫時休憩をいたします。 

              午後１時５８分 休憩 

              午後２時０５分 再開 

○橋本委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

○波多野幼児教育課長 先ほどは申しわけございませんでした。地方債から一般財源に移った理

由でございますが、岡山県下の過疎債の希望が非常に多数あったため、備前市が出した要望額に

及ばなかった、つまり過疎債を借りることができなかった額を一般財源に回している次第でござ

います。 

○中西委員 岡山県、備前市が出した要望額に届かなかったというんですけども、県の過疎債と

いうのは幾らぐらいを上限に持っているわけですか。そのうち幾らを備前市がもらっているんで
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すか。 

○橋本委員長 暫時休憩いたします。 

              午後２時０６分 休憩 

              午後２時０９分 再開 

○橋本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

 先ほどの中西委員の質疑は、このたびは取り下げるということでございますので、その他の

方、質疑を希望される方おられますか。 

○掛谷委員 ５１ページ、ここでは小学校費と中学校費ともに７節の賃金、これが小学校は１，

６００万円ほど、中学校は１，４００万円ほど、かなりの減になっております。小学校、中学校

の事情も違うんかなと思いますけれども、そのあたりの説明をお願いいたします。何人分に相当

するかもあわせて。 

○朝倉学校教育課長 小学校なんですが、まず市費ですが、教育支援員と非常勤講師で予算の段

階では教育支援員が２１名、非常勤講師１４名を予定しておりました。配置数につきましては、

教育支援員が１７名、非常勤講師が１４名です。 

 中学校ですが、教育支援員が予算段階で９名、非常勤講師が予算段階で２２名予算措置をして

おりましたが、配置に当たりましては教育支援員が８名、非常勤講師が１８名という形になって

おります。当初の予算の段階と時間数等も変わりますので一概に言えませんが、一つは県の加配

がどれだけつくかということ、もう一つが県の非常勤講師の配当がどれだけあるかということ、

もう一つが特別支援学級等の設置要望いたしますが、設置されなかった場合も教育活動が行える

だけの措置ということで市費の予算化をしておりますので、その結果により毎年残が出ていると

いう状況であります。 

○掛谷委員 結論言えば、今それぞれの人数で市のほうも支援もやりつつ、実際この人数で何と

か問題なく動いたと、本当はもっと欲しかったと、特に支援員については減が大きいんですけど

も、何とか回ったということで問題なかったんでしょうか。 

○朝倉学校教育課長 問題がなかったと思っておりますが、配置に当たりまして要望数について

は学校からの希望で考えておりますので、それをずっとこれから何年も続けていくということ、

それから子供の状況によっては場合によったら支援員等を配置するよりは非常勤講師等の配置が

よい場合がありますので、そういった状況を勘案しての配置なので学校教育課としては何とか十

分回ったという認識でおります。 

○守井委員 ９ページの教育総務費、事務局費のところの用地取得業務委託料なんですが、この

間も聞いたら南小学校の分で相続が５０人からおられるというような形で繰り越してやるんだと

いうふうな話なんですが、前向きで事業が進みそうな感じなんかどんなんか、５０人もおったら

相続抹消登記しようと思うたらかなりの手続が要るんだろうと思うんです。いかがなんでしょう

か。 
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○大岩教育振興課長 こちらの４２万１，０００円なんですけど、こちらはまた別の地権者でご

ざいまして、４人地権者がおられるんですけど、それの３番目の方なんですけど、抵当権がつい

ておりまして、その抵当権の抹消の手続でこちらのほうはやって、５月中には登記ができるとい

うことで残りの部分は繰り越しでやらさせていただいております。 

 それとあと一つの地権者の方ですけど、この方が相続人が５０名ぐらいおられまして、こちら

につきましては登記承諾書あるいは寄附申請書でそれぞれおのおの当たっていって、どうしても

やっぱり話がつかない方につきましては例えば時効取得であるとか、そういったところで裁判提

起もあるのかなというふうな形で専門家とは話しております。 

○守井委員 ほんなら具体的にあと一人については、きちんとした方向はまだ示されてないとい

うことなんでしょうね。 

○大岩教育振興課長 できるところから判こをとりに行って、あともうどうしても同意が得られ

ないところは昭和４５年ぐらいに土地を南小学校を建てるときに寄附していただいとんで、そこ

で時効の取得ということで考えられるのかなとは思っております。 

○掛谷委員 ５３ページになりますけども、ここでは高等学校管理費の中の１９節夜食費の補助

金、片上高等学校の関係２６２万円ほど減になっております。現在のこの対象人数なんですけど

も、まだ卒業してない時点での額かなと思ったりしますけど、対象人数、あわせてここで卒業さ

れるのは何人おるのか、また今度は入学をする人なんかはどの程度おるのか、そういうところも

含めて減の理由、人数も含めてお知らせください。 

○大岩教育振興課長 減額の理由なんですけど、当初の段階では１年生を定員全員の４０人で見

ておりました。１年生から４年生で６３名、当初で見ていました。それで、１年生の入学が１１

名でしたんですけど、今１０名になっております。そういったところで、１年から４年生が３２

人に今現在なっております。６３から３２人減ったということで、２６２万円減額させていただ

いております。 

○橋本委員長 ちょっと待ってください。今の３年生、卒業するの何人かという、それと新入生

令和２年度で新入生何人かというやつを今聞いとんですが。 

○大岩教育振興課 ４年生卒業生は１０名を予定しております。新入生はまだ試験もしてないん

で、申し込みがわかりませんので、済みませんけど申し上げられません。 

○掛谷委員 志願はどの程度来ているんですか。試験はやってないけど。 

○大岩教育振興課長 片上高校の入学の申し込みは、まだ行われてないと存じ上げております。 

○尾川委員 関連ですけど、要は夜食がおいしゅうなかって食べてねんか、そういう人数かと思

うけど、あれ出席が足らんのか、そのあたりはどんなんで。要するに食べと言うても食べん場合

もあると思うんよ。だから、その辺をよう調べて、せっかく市としたらそれの原因を把握しとん

かどうか、ちょっととりあえず。 

○大岩教育振興課長 現在生徒数３２名なんですけど、利用されている方は２０名、週２回の弁
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当と週３回のパンと牛乳ですか、２０名の方が利用されております。利用されてない方につきま

しては、自宅から通われている方とか、例えば会社終わってから余り食べる時間がとれなくて頼

んでないと。事前に利用を聞いておりますので、そういったところで２０名はとっておられます

んでかなり利用率はあるとは思っております。 

○尾川委員 確認ですけど、今答弁してもろうたんですけど、要は先ほども言いましたように食

事がもうおいしゅうのうて食べんのんか、出席が悪うて食べんのかというようなことでよう原因

を把握されとるような感じですから、せっかくじゃったらできるだけ利用していただくように、

予算とっとんじゃからしていただきたいと思うんですが、いかがですか。 

○大岩教育振興課長 そのように献立を見ながら皆さん頼んでくださいますんで、保護者の負担

とか子供の健康にもかかわってきますんで、その辺は周知していきたいとは思っております。 

○青山委員 ５１ページ、教育費、中学校費の学校管理費、１報酬の部活動指導員報酬なんです

が、６７万２，０００円の減額になっていますが、この理由とそれからことし各学校何名どうい

う種目が配置されたんか、聞かせてください。 

○朝倉学校教育課長 まず、ことし部活動指導員として配置しておりますのは、備前中学校でバ

ドミントン、伊里中学校でソフトテニス、三石中学校でソフトテニス、日生中学校でアーチェリ

ー、吉永中学校でバレーボールです。減額になっております理由は、当初１つの学校から複数名

の部活動指導員の要望があったんですが、県の応募が多くて配置できなかったというのが１つ、

もう一つはその市費でということも考えられるんですが、学校のほうでなかなか指導員も探せな

かったので校内の教職員で対応したということで５名という形になっています。 

○青山委員 校内の教職員で対応したということなんですけど、ほかに何かやられているような

ことはありますか。 

○朝倉学校教育課長 先ほど部活動指導員として配置していると言いましたのは５名なんです

が、そのほかでも以前から例えばアーチェリーであれば教育支援員という形で配置しておったり

とか、それから吹奏楽で非常勤講師の先生に少し時間を多目に張って部活動で専門的な指導を行

っていただいているという状況があります。来年度の予算につきましては、そういった方も部活

動指導員という形で配置すれば引率等も可能になるということなので、今まで支援員であるとか

非常勤講師で配置していた者を来年令和２年度は部活動指導員という形で配置するように予算措

置をしております。 

○守井委員 ５１ページの負担金補助及び交付金の小学校の給食費補助金と、それから５３ペー

ジになるんですが、同じく中学校のほうに負担金補助があるんですが、１子と２子と３子、１子

の全額と２子の半額と３子以降の人員をちょっと報告いただけますか。小・中両方ともお願いい

たします。 

○大岩教育振興課長 小学校の児童のほうですけど、生徒数が１，２９１人おられまして第２子

の半額補助が４２９名、第３子の全額補助の方が１６２名、合計対象者数が５９１名でございま
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す。中学校の生徒ですが、生徒数が６７４名のうち第２子半額補助の生徒が２２８名、第３子以

降全額補助の方が４５名、計２７３名の方が対象でございます。 

○守井委員 負担しとる第１子というか、要支援の方がおられると思うんで全額を出されている

方は何人か報告願えますか。 

○大岩教育振興課長 小学校なんですけど、生徒数が１，２９１名おられまして、その中から要

保護、準要保護の方が１７６名おられます。１７６名を１，２９１から１７６名引きまして１，

１１５名の方が対象になるんですけども、その中で５９１名の方が給食費補助の対象になります

んで、５２４名の方が負担をしていることとなります。 

中学校は６７４名生徒数で、準要保護の方が１１３名おりますんで、１１３引いて５６１名

の方が対象になりまして、その中で２７３名が給食費補助の対象になりますんで、２８８名の方

が給食費の全額負担ということになっております。 

○守井委員 それぞれ１００万円ほど残っておる、まあまあ妥当な線かなとは思うんですけど、

特にその減額の理由というのはないですよね、見通しぐらいの金額だろうというように思うんで

すけど。 

○大岩教育振興課長 第１子のとり方で若干見通しがつかないということありますんで、誤差の

範囲かなとは思っております。 

○中西委員 ４９ページの教育総務費、事務局費の貸付金、奨学資金貸付金ですけども、ここで

２６８万円が残るわけですけども、この理由についてお聞かせ願いたいと思います。 

○竹林社会教育課長 当初全体で区分はあるんですけど、トータルで７名の方を予算措置させて

いただいておりました。その中で、申し込みがありましたのが結果トータルで３名の方から申し

込みがございました。そういった中で、トータルで２６８万円貸付金の減額ということになって

おります。 

○中西委員 どうなんでしょう。７名で予算措置していたのが大きかったというのか、それとも

なかなかこの奨学資金の貸し付けが制度がうまくなくて申し込みが少ないのか、魅力がないの

か、そのあたりの評価はどうなんでしょうか。 

○竹林社会教育課長 こちらにつきましては、審査もございますけども、希望された方にはなる

べく貸し付けしていくということで予算的には確保はさせていただいとります。毎年５月ごろの

広報等でも、周知はしております。そういった中で、今年度３人というのは若干少なかったのか

なとは思っております。例年もう少しあったかなということでは思っております。 

○中西委員 つまり３人しかもう応募はなかったと、３人応募があって３人貸し付けたというこ

となんでしょうか。 

○竹林社会教育課長 本年度は、３名の申し込みでございました。 

○橋本委員長 ほかにございますか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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 ないようでしたら、次へ移ります。 

 次に、第２表繰越明許費補正に入ります。 

○守井委員 資料の５５ページです。 

 保健体育総務費、行事企画運営委託料が９２万４，０００円、当初１９８万円というようなこ

とで華々しくやられる予定だったんですけども、半額ぐらいの形の運営になっているんですけ

ど、これはどういう理由だったんでしょうか。 

○竹林社会教育課長 こちらにつきましては、日生の運動公園の野球場の改修に伴いますベース

ボールイベントの経費となります。当初予定していました金額から若干実際にはプロ野球選手、

ＯＢの方をお招きしてということにしておりますけれども、当初予定していた人数より若干３名

ということで人数も減らした形で実施させていただいた結果、減額となっております。 

○守井委員 当初予算のときには、甲子園出場チームを呼ぶんだというような説明があったんで

すけど、そこへ対抗戦でみたいな話をしていたんですけれども、そういう話はなかったんです

か。 

○竹林社会教育課長 そういったことも、検討計画にはあったということはお伺いしておりま

す。時期的にも１０月ごろといいますと、まだ高校生もシーズン中というふうなこともありま

す。そういった中で、実施方法を検討した結果、プロ野球のＯＢの方にお願いしたということで

ございます。 

○中西委員 同じ５５ページのところで、学校給食費の臨時雇い賃金４１６万２，０００円が減

額されています。これはどういう職種で、なぜこれだけの減額が出てきたのか、お聞かせ願いた

いと思います。 

○大岩教育振興課長 主に調理員の方の減額なんですけども、伊里共調、日生共調、吉永共調の

調理員の方の欠員の期間が多かったために減額となっております。 

○中西委員 その欠員があっても調理はできたということなんでしょうけども、業務に差しさわ

りがなかったんでしょうか。どういう形で切り抜けられたんでしょうか。 

○大岩教育振興課長 給食調理員の方につきましては、代員ということで緊急時に登録されてい

る調理員代員の方がおられますんで、そちらの方にお願いするということでございます。 

○中西委員 その代理の人ですね、代員という人の給料というのは賃金というのは、どこに上が

ってくるんでしょう、この中に入ってくるんでしょうか。 

○大岩教育振興課長 この中には、トータルの約３２名ぐらいの調理員の方が入っております。 

○中西委員 大体そういう採用ができない期間があれば、そういう代理の人という形でこれまで

もずっと補ってきているわけですか。 

○大岩教育振興課長 それと同時に、ハローワークを通じて常に調理員の方の募集は行っており

ます。 

○中西委員 調理員の方の応募というのはなかなか少ないんですかね。募集をかけてもなかなか
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来ないという感じなんですか。 

○大岩教育振興課長 今働き手不足ということで、なかなか応募はございません。 

○石原委員 ３３９ページで保育幼稚園費、先ほどやりとりございましたけれども、７節の賃金

ですけれども、先ほど採用がなかなか見込みに対して厳しい状況と御説明があったんですけれど

も、それと別個の考え方で年度途中でそのやめられた先生というのはどんな状況なんでしょう

か。賃金に影響すると思うんですけど、そんな状況がもしわかれば。 

○波多野幼児教育課長 令和元年度は、保育士保育教諭で年度途中での退職はございません。産

休育休に入られた正職員の方はいらっしゃいますが、臨時職員の方は退職はなかったです。 

○橋本委員長 ほかにございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようでしたら、第２表繰越明許費補正に入ります。 

 別冊予算書６ページ、所管別分類表１ページをお開きください。 

 この部分で質疑のある方の発言を許可します。 

○守井委員 繰り越しの分なんですけど、６ページの教育費なんですが１７万９，０００円、面

積にしたら共有の形になっとんですか。個別の面積で幾らということになっとんですか。 

○大岩教育振興課長 １名の方でございまして、３５０平米と１２０平米でございます。 

○守井委員 経過については、先ほど報告があったとおりですね。 

○大岩教育振興課長 はい、そのとおりでございます。 

○橋本委員長 ほかにございますか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようでしたら、最後に全体で質疑漏れはございませんか。ありませんね。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 以上で議案第１７号令和元年度備前市一般会計補正（第４号）のうち教育部関係の全ての審査

を終了します。 

 審議中途ですが、この際暫時休憩をいたします。 

              午後２時３３分 休憩 

              午後２時５５分 再開 

○橋本委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

 次に、議案第２号令和２年度備前市一般会計予算の審査を行います。 

 まず、歳入から行います。 

 別冊の予算書２２ページ、所管別分類表１０ページをお開きください。 

 項目が複数ございますので、審査の範囲を指定いたします。 

 まず、歳入部分を２つに区分したいと思います。 

 まず最初に、１４款の分担金及び負担金、予算書のページでは２２ページから第１７款の県の
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支出金の４５ページまでを第１の範囲としたいと思います。 

 この間で質疑を希望される方、どうぞ。 

○中西委員 ３３ページ、教育費国庫補助金、学校建設費補助金、学校施設環境改善交付金、こ

れは何なのか、教えてやっていただけませんでしょうか。どういうものに充てるのか。 

○大岩教育振興課長 こちらは、西鶴山小学校のトイレの洋式化に伴う国庫補助金でございま

す。 

○中西委員 これは新築でなくても、そういう改修あるいは改善みたいなところに出る交付金な

んですか。 

○大岩教育振興課長 環境改善ということで、対象経費の３分の１がいただける交付金でござい

ます。 

○中西委員 ２７ページ、教育使用料で社会教育使用料、公民館等使用料が昨年４３４万３，０

００円、今回４０６万９，０００円減額になっていますが、この理由についてお聞かせ願いたい

と思います。 

○竹林社会教育課長 公民館等使用料の減額の内容ですけども、内容につきましては市民センタ

ー、それから各地区公民館等の使用料となっております。中で減額になった部分で申し上げます

と、主には日生の市民会館の減額が２３万６，０００円となっております。 

○中西委員 日生の市民会館はどうしてそんなに減額になるんでしょうか。 

○竹林社会教育課長 主に原因と思われますのが、現在市民ホールの使用が冷暖房の関係で季節

的に限られているというようなところでの減額としております。 

○中西委員 このホールの冷暖房については、私も大変寒い思いをさせていただいた記憶がある

んですが、これはもう修理をする御予定はないということがもう大前提で、今年度も予算を組ま

れるわけですか。 

○竹林社会教育課長 こちらにつきましては修理費がかなり高額になるというような中で、現在

季節的な利用ということでお願いをしております。来年度も継続して、そういう方向でやってい

きたいと思っております。 

○掛谷委員 高額、高額といつも言葉だけを言われるんですよ。空調設備というのがあれだけ大

きな設備、会場ですからね、これはどれぐらい実際見積もったことはないんかどうかわかりませ

んけど、おおよそどれぐらいかかるもんなんですか。だから、高額の値段自体がわからないん

で、いつもそういうようにおっしゃられるんです。だから、前行ってないというか、どうするか

もようわからんのんですけど、一体どれぐらいかかるんですか、工事費は。 

○竹林社会教育課長 こちらの改修につきましては、３１年度の予算を立てる段階で１度協議の

ほうをしておりますけども、そのときの見積もりでいいますと３，３００万円程度の経費という

ことで見積もっております。 

○掛谷委員 ３，３００万円が安いか高いかということなんですけども、要は日生市民センター
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を存続したい、したいというんがする、それにはお金をかけるというたら批判があるだろうと、

だから一年中使えないけど使えるときに使おうと、これではやっぱり根本的な議論が必要ではな

いかなと、結局執行部あたりは部長にお聞きしたいのはこれってこの維持をこんな形でずっとお

やりになっていくという方針なのでしょうかね。 

○田原教育部長 御意見よくわかります。備前市内には、こういった大きなホールというのは大

きく分けて３つございます。市民センターと日生市民会館、吉永公民館と、３つのホールでそれ

ぞれ運営していく、それと老朽化も進んでいる、今般施設のマネジメント計画等も計画をしてお

ります。そういった中で、ホールをどういったことで備前市として今後運営していくかも踏まえ

ながら検討していく必要があると考えております。財政サイドには何年か前にもその予算要求と

いう形ではしておりますが、やはり使用頻度とかそういったことで季節的な利用、それと市民セ

ンターというホールがございますので、そちらを使うというような形で現在のところは改修まで

には至ってないという状況でございます。 

○掛谷委員 いずれきちんとスクラップ・アンド・ビルドのスクラップのほうに行かざるを得な

いんかなと、私は思っているんですよ。ですから、吉永はほんならどうなんじゃという話もあり

ますんで、施設のマネジメントのところでしっかり早目にこの議論を尽くして方針を示していた

だきたいというのが私思います。寒河から備前の市民センターへは三、四十分かかる、日生だと

二、三十分で来ると、そんなに遠くはないわけで、今言う頻度の問題をしっかりと実績というん

か、そういうものをつかんでいただいて、やはり決断するべきときには決断すると、私がこう言

ったら日生の方々に大変失礼なかもわかりませんけども、日生の土地というのが実際ないわけで

すよ。あそこはもう非常に例えば更地にした場合は相当の駐車も置けますし、いろんなことがま

たできる可能性もあります。日生の人には嫌われるかわかりませんけど、あえて私はそういうの

は真剣に考えていっていただきたい。川崎委員は反対じゃといつも怒られよんですけども、そう

いうふうな叱られるかどうのという問題じゃなくて、あるべき姿をちゃんと備前市として対応を

やっていただきたいこと、これは要望ですけどコメントをひとつよろしく。 

○田原教育部長 今回の予算の関係では、このホールの使用を含めて検討した結果なんですが、

ホールの活用の仕方、こういったことをどうしていくかということを踏まえて、総合的に考えて

いきたいと思います。 

○守井委員 ２７ページの社会教育使用料の先ほど公民館がありました、その下の美術館使用料

なんですが、３５１万２，０００円が元年度、２年度３５０万６，０００円ということで入場者

数がほぼ横ばいというような見立てをされております。３０年の場合は３８０万円、結果ちょっ

と見てないんですが、２８０万円、２９は３２５万円というような形で浮き沈みが休暇、設備を

改修するのに休んだとかいろいろのこともあったかと思うんですけれども、この美術館の利用

料、使用料について入館者数の関係もあるかと思うんですけど、どんな状況かというのをちょっ

と報告いただきたいと思います。 
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○田原教育部長 美術館、備前焼ミュージアムの入館料なんですが、３月１５日までの締めの時

点で今年度が３５５万円程度でございます。あと吉永の美術館に関しましては、６，３００円程

度でございます。 

○守井委員 基本的には備前焼ミュージアムのことをお聞きしているんですけれども、利用状況

がどんな状況になるかと見通しを持っておるかということをお聞きしたいんですけど。 

○田原教育部長 例年の形の見積もりを予算査定時点でしておる結果が３５０万円ということで

御理解ください。 

○守井委員 特に休み期間を設けるとか工事をするから１カ月休むとか、そういうのもなしで年

間ずっと例えばお正月とか休みはして、あるいは週に何回か休む、その年間通しての大体入れ込

み数がこのくらいの予定ではないんかということを見通しているということでしょうか。 

○田原教育部長 現時点での年間見通しということで通常の企画展等実施して臨時休館をとるこ

とはございますが、例年の形での入館実績を踏まえてのことでございます。 

○川崎委員 先ほどの市民会館の件なんですけど、やはりこういう考え方でいけば備前の市民会

館だって、使用頻度が低くても直さにゃならんのかなと、我慢しなさいという考え方というのが

どっから出てくるかよう理解できませんけど、一方で健康管理センターは一番端っこのヘルスパ

に持ってくるなどという全く地理的条件を無視したところに以前は２億６，０００万円、今回は

調査費だけでも１，５００万円組んで何億円かけて改造するんかようわかりませんけど、そうい

うお金を使うというのは地理的なことを一つも考慮してないと、公民館のほうじゃ中心街で備前

市民会館で吉永も日生も将来は使わあでもええような発想しかしてねんかな。これでは健康も大

事だけど地域の文化活動というか、いろんな市民の活動というものを縮小して当たり前という発

想で全然発展性を考えてないという点を本当に危惧しますね。既存の施設であるものをまず改修

して、より市民に開放して使っていただくのは基本じゃないんか。一方でまた、解体してそこに

何億円かかるかわからんような５００坪のものをつくろうと、だから金の使い方というか、金を

使う以前にどういう拠点になるのか、私は尾川さんが総務産業委員会で議論した中で一番あれし

たのは市民会館と競合する施設は必要ないんじゃないんかなと私は理解しました。だから、その

辺を考えると一方で市民会館縮小と言いながら、市民会館と変わらんような施設を新たに何億円

もかけてつくるという、全く財政的な面から見ても矛盾した施策をしているんじゃないんかなと

思います。もう少しあるものを特に各地域に最低限１つあって望ましい施設を、そういうエアコ

ンもかえられんような発想で市民会館を位置づけるというのはどう考えても私は間違っていると

思うんで、解体だとか新しいものをアルファの後につくるなどという発想をする以前にやるべき

ことをやって改修して広く市民に利用頻度を高めていただくというのが私は当たり前のことじゃ

ないかなと。教育委員会はそういう発想はしてないんでしょうか。確認の意味でお聞きしておき

ます。 

○田原教育部長 教育委員会としても、今ある文化施設を適正に管理するという観点では委員お
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っしゃられるとおりと考えております。市の財政当局とも交渉しながら、そういったことに向け

て引き続き議論を重ねたいと考えております。 

○川崎委員 財政問題は教育委員会の所管ではないかどうかわかりませんけれども、市民のため

の交流広場か何かつくるというのは本来市民会館が持つ利用価値の施設だと思うんですよ。既存

の施設を無視して新しいものをつくるというのはもう全く方向性、方針が私は矛盾しているよう

に思いますんで、ある施設を精いっぱい活用するという必要な修繕費というのはぜひ予算要求し

ていただきたいということを言っておきたいと思います。 

 ただ、消極的に利用人数が減るから予算も縮小しましょうという発想というのは余り私は賛成

できませんので、よろしくお願いします。 

○掛谷委員 ３５ページの一番上の国庫支出金の中の５節の文化財保護費補助金、一番上の史跡

等購入事業補助金１，６９６万円があります。これはどこの史跡の購入するのか、補助金ですの

で元金というのが幾らなのか、あわせてちょっとお知らせください。 

○田原教育部長 これにつきましては、備前陶器窯跡の史跡の医王山窯跡の土地の公有化の件で

ございます。約７，４００平米でございます。補助率は８０％となっております。 

具体的には、補助事業として土地の購入費だけではなくて補助事業としては２，１２０万円

程度でございます。 

○掛谷委員 跡地を買って結局整備をするということになって、購入だけですから、これは施設

整備を行うというのは当然出てくると思うんですけども、これはどういう形に今後考えているの

でしょうか。土地を購入した後整備するんでしょうね。どういう構想なんでしょうかね。 

○田原教育部長 現在パブリックコメントを実施しているんですが、備前陶器窯跡保存活用計画

という形で計画書を策定しております。そういった中で、史跡の保存、それと活用、これについ

てどういうふうにしていくかということを記載をしております。具体的には場所によってはガイ

ダンス施設の整備であるとか、市民の憩いの場、そういったものの整備ということをうたってお

ります。 

○掛谷委員 医王山というのはどの辺だったですかね。 

○田原教育部長 医王山は、北大窯（「西大窯」と後刻訂正）に接した山でございます。 

○掛谷委員 神社のところから上がっていくのが入り口になるんですか。 

○橋本委員長 暫時休憩いたします。 

              午後３時１５分 休憩 

              午後３時１５分 再開 

○橋本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

○田原教育部長 先ほど私申し上げたのが北大窯と申し上げましたが、西大窯の間違いでござい

ます。西大窯に接したところが医王山でございます。 

○掛谷委員 これはどこが入り口になるんですか、結局上がっていく山なんでしょうけど。 
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○田原教育部長 市道からちょっと細いあぜ道を歩いていくようなところになるんですが、ちょ

うどリフレセンターの裏の新幹線の北側になります。そちらの山になります。 

○掛谷委員 鬼ケ城の池のあそこですね、新幹線のね。 

○田原教育部長 鬼ケ城の池とはまた外れたところです。 

○橋本委員長 後で図面を見せてあげてください。 

 そのほかに。 

○青山委員 ３５ページの先ほどの下の６、学校管理費補助金の僻地児童生徒援助費等補助金、

新規になると思うんですが、内容とそれからどこら辺の地域なのかというのを教えてください。 

○大岩教育振興課長 こちらは大型４５人乗りのスクールバスを２台購入するものです。伊部小

学校と備前中学校便に２台今あるんですけど、そちらが古くなっておるんで２台買いかえるとい

うことで１台当たり上限額が３７１万円上限の補助金で、これが掛ける２台ということで７４２

万円ということになっております。 

○青山委員 それから、４５ページです。教育費の県委託金、社会教育総務費委託金の公民館等

を活用した夜間学び直し推進事業委託金ですが、これはもう今日生中を使ってやっていると、大

体何名が来られているのかというところがわかれば教えてください。 

○竹林社会教育課長 こちらの事業につきましては、本年度６月補正予算で措置いただきまして

実施をいたしました。こちらにつきましては日本人、外国人対象ということで本年度は日本人の

方が１名、それからが外国人の方が登録でいいますと１１名登録いただいておりました。 

○青山委員 ふえたり減ったりとかはないんですか。もうこれ最終の人数ですか。 

○竹林社会教育課長 外国人の方につきましては、時期的に日生でしたらカキ養殖の時期とかに

なりますと繁忙期になりますんで、若干そのあたりで来られる日、来られない日というのがあり

ます。登録としてはそれだけありますけども、日によって多少増減があるという状況でございま

す。 

○守井委員 ６月補正から実施したということなんですけれども、元年度の実績というのはどう

いう感じ、月に何回ぐらいやられてどういう状況だったかという報告はできますか。 

○竹林社会教育課長 ６月補正で措置いただいたということで、それから募集期間をとり、９月

に開校しております。それから、月２回開校ということで、参加者につきましては先ほど申し上

げた状況でございます。 

○守井委員 登録された方が、大体月２回は参加されておるという状況でしょうか。 

○竹林社会教育課長 日本人の方は常に出席、外国人の方は多少増減がありながらも出席いただ

いております。 

○掛谷委員 ４５ページの今のところの下、３節の教育研修所費委託金で下側の小学校における

不登校対策実践研究事業委託金３０６万円ほどありますけども、これはどこでどういうふうな形

でこれをやろうとしているのか、具体的にお教えください。委託先はどんなでしょうか。詳しい
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ところを教えてください。 

○朝倉学校教育課長 小学校における不登校対策等実践研究事業なんですが、来年度の実施予定

校は片上小学校、日生東小学校、吉永小学校です。本年度も同じ学校で実施をしています。長期

欠席を防ぐということで、登校しづらい児童に対する登校支援ということです。支援員を配置し

て、教職員のかわりに支援員がかかわっていくという事業になります。委託事業ですので、県の

ほうから基本的には１００％委託という形にはなっていきます。同じ学校ですので、どの学校も

実績が上げているので市教委としては来年度も引き続き継続したいと考えておりますが、万一県

の事業が落ちた場合でも本年度の状況だけを見ますと来年度仮に市費でということになっても３

校については実施できたらとは考えております。 

○掛谷委員 ちょっとだけ触れられましたけども、成果ですね、これを今年度もやって来年度も

同じ小学校でやると。どれぐらい成果があったんかなというところもありますので、そこを教え

ていただきたいんと、ほかの小学校にはそういうことが途中からは無理だと思うんですけども、

この３つの小学校に限定しているのはどういう意味があるのか、教えてください。 

○朝倉学校教育課長 県の委託事業ですので、全ての小学校に対してこの事業を紹介した上で、

学校のほうから希望した学校を対象としております。成果につきましては、新たな不登校が実施

している学校ではふえていない状況、それから学校として登校しづらい児童だということで対象

にしている児童の欠席日数等がふえていない状況がありますので、教育委員会としては一定の成

果があると判断して継続実施ということを考えております。 

○掛谷委員 じゃ、ほかの小学校についてはまずまずそういう問題がない、失礼な言い方だけど

も３小学校に限定したのはちょっと問題なりそういうなんがあるがゆえにここに重点をして、ほ

かの小学校についてはさほど大きな問題がないからと思っていたらいいんでしょうか。 

○朝倉学校教育課長 問題があるというよりも、どの学校でも不登校というのは問題になってい

ますので、さまざまな取り組みを行っています。今おられる先生の中での対応であるとか、担任

の先生とか担任外の先生で対応している学校もあると思いますが、あくまで教育支援員を使って

という事業になりますので、教育支援員を使ってのこの事業が必要と考えている学校が３校とい

うふうに認識をしております。ほかの学校もほかの対応で、不登校を防ぐ取り組みはやっていた

だいているというふうに認識しております。 

○尾川委員 こういう事業が行われて１００％ということなんですけど、県の成果報告なんかと

いうのはまとめたものがあるんですか。 

○朝倉学校教育課長 事業の実施報告書は、県に毎年提出をしております。 

○尾川委員 県のほうでは、まとめて何か報告書という形で行われとんですか。それはないんで

すか。 

○朝倉学校教育課長 県でも事業を実施する上でその成果は研究しておられると思いますが、不

登校の成果というのが県教委もこの事業に対して成果が上がっている学校、上がっていない学校
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さまざまですので、この事業自体が本当に成果が上がっているのかどうなのかというあたりは県

も非常に慎重に検討されている状況です。 

 ただ、その中で市としては成果があるであろうということで活用を続けている状況です。 

○尾川委員 備前市の教育委員会としたら、こういう事業については今後もやはり活用していこ

うという考え方なんですか。 

○朝倉学校教育課長 先ほども申し上げたように、来年度については本年度の状況からすれば継

続して活用することが意味があるかなと思っておるんですが、あくまで支援員の配置によるもの

ですので、毎年毎年やはり状況を見た上で必要かどうかというところは毎年精査した上で要望を

出していく必要があるとは考えております。 

○尾川委員 同じ質問になるかもわからんですけど、要は何を聞きょうるかというのが備前市と

しては本当に必要と感じて県へ要望して、やはりこの事業を継続してほしいという熱意があるん

かなというふうなことをお聞きしよんです。片上小学校の場合、私も詳しゅうは知りませんけ

ど、やはり一人でも支援員がおったほうがええというたらまた語弊もあるんですけど、これ成果

上がっとんじゃないかと思うんですけど、そのあたりの要するに市として県が事業したから応募

するというんじゃなしに、こういう事業は継続してやってくださいという要望をして働きかけを

するんですかという質問なんですけど。 

○朝倉学校教育課長 来年度についてにはなるんですが、現段階では備前市としてはこの事業は

３校については意味があると思っておりますので、ぜひ継続していただきたいなと思っておりま

す。 

 ただ、県の対象と外れた場合でも先ほど申しましたように意味があるということですので、市

費で持ち出しになってでもやっていきたいとは考えております。 

○尾川委員 ぜひ県のほうへ要望出してもろうて継続して同じ学校というのは別にして、ぜひ継

続して取り組んでもらいたいと思います。働き方改革にもつながると思うんでね。 

○青山委員 中学校のほうはこういったようなんはないんでしょうか。また、必要性はないんで

しょうか。 

○朝倉学校教育課長 この事業については、小学校のみです。中学校になりますと、教育支援員

等の声かけ、働きかけで登校ができるというのがなかなか難しい状況もありますので、学校を中

心に、それから場合によっては教育支援センターと連携を図りながら登校刺激をしているところ

です。 

○青山委員 私も経験あるんですが、生徒指導支援員というふうな形で中学校入っておられると

思うんですけど、学校へ来るんだけど教室に入れない、それから来たり来なかったりというふう

なことで、そういう生徒指導支援員という人がこういう肩がわりをしている面もあるんじゃない

かと思うんですけど、そういう意味では生徒指導支援員というふうな人がこの教育支援員と同じ

ような小・中違う形ですけど、考えておけばいいですか。 
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○朝倉学校教育課長 生徒指導支援員の拡充はしてはいないんですが、来年度小・中学校全てに

教師業務支援の支援員を配置を予定しています。それによって先生方が子供とかかわる時間がで

きる、そういったことで先ほど話にありました中学校の登校をなかなか学校に足が向かない生徒

へのかかわりをする時間も生み出せるというふうに考えておりますので、生徒指導支援員の拡充

ではありませんが、教育支援員の中の教師業務支援の拡充を予定しております。 

○青山委員 ぜひお願いしたいと思います。担任がずっとかかわらないといけないとなるとほか

の生徒の指導がおろそかになると思いますので、お願いしたいと思います。要望です。 

○尾川委員 ３５ページの文化財保護費補助金のところなんですけど、文化芸術振興費補助金が

５５万円ということで昨年度がたしか１００万円だったんじゃなかったかなと思うんですが、こ

の減額理由とそれから内容的なものについてちょっと説明していただきたいんですけど。 

○田原教育部長 この文化財振興費補助金というのは地域文化財保存活用地域計画の策定にかか

わるもので、今年度の実施を予定しておりました計画書の作成、それとシンポジウムを来年度に

実施するということで計上しております。 

○橋本委員長 田原部長、今年度は１００万円ほど予算がついとったと、ところが令和２年度は

それが５５万円になっとると、何で減額されとんかというのを今尾川委員は尋ねたんですよ。減

額理由を説明してあげてください。 

○田原教育部長 １００万円のうち、４５万円を今年度の実施しておる関係でございます。今年

度実施する関係でございます。 

○橋本委員長 ちょっと暫時休憩いたします。 

              午後３時３２分 休憩 

              午後３時３４分 再開 

○橋本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

 ほかに質疑を希望される方。 

○中西委員 ２７ページの教育使用料の社会教育使用料ですけども、ここの美術館の使用料で先

ほどお話をお伺いしますと３５０万円がミュージアムの使用料だと、ここの人数というのは経年

的にはどうなんでしょうか。ふえているんでしょうか、減っているんでしょうか。それとも横ば

いなんでしょうか。 

○田原教育部長 平成３０年度につきましては８，８９２人であったものが、本年度３月１５日

までですが９，８７６人となっております。 

 ただ、昨年度３０年度につきましては、台風の関係等がございましたので減っていたというこ

とでございます。２９年度については、１万１，０００でございました。２９年度については備

前焼の六古窯の認定があったりして無料で入館いただいたというような関係でふえたと、大体

９，０００人から１万人を目標にしております。 

○中西委員 もう一つ４５ページの小学校における不登校対策実践研究委託金のところですけど
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も、片上、日生東、吉永と３つのところだと、小学校における不登校の発生率ですよね、件数含

めて片上、日生東、吉永よりも多いところがあるんじゃないかと思うんですけども、どうしてそ

ういうところが受けずにこの３校になるのか、お聞かせ願えませんでしょうか。 

○朝倉学校教育課長 不登校として数えられる数というのは多いところもあるんですけれども、

この事業は新たな不登校を生まないということですので、不登校予備群に対する対応ということ

になりますので、必ずしも不登校の数が多いところだけではないと理解しています。 

○中西委員 その予備群にならないというのは、どうやって算定数を出していくわけですか。 

○朝倉学校教育課長 正確な数を出すわけではないんですけれども、担任の先生であるとか、あ

るいは認定こども園や幼稚園等の状況を引き継ぎを受ける中で配慮が必要な子供ということであ

る程度見守っていくという形になります。 

○中西委員 つまり不登校の子に対する対応ではないわけだ。これからなるかもわからないとい

う子に対して対応するという、これは不登校対策実践研究事業委託金となっていますけども、不

登校の子ではないわけですよね。 

○朝倉学校教育課長 不登校の子に対応してはだめだというわけではないんですが、主たる目的

は新たな不登校を生まないというのが岡山県でも課題になっていましたので、そちらに重点を置

きながら、当然その不登校の子にもかかわっていく、ただなかなか一度不登校になった子が学校

へ足が向きにくい状況がありますので、どうしても重きを置くのが新たな不登校を生まないとい

う方向になっているという状況です。 

○中西委員 不登校の子に対してはもうそういう県、国の補助事業というのはないんですか。 

○朝倉学校教育課長 この事業が昨年と少し変わっていて、別室指導の支援員というのも活用が

できるようにはなっているんですが、結局次の段階で学校のほうに足が向いてきた子に対しては

別室で指導するための指導員であるとか支援員を配置する事業もございますが、今回それぞれの

学校から上がってきているのは従来の新たな不登校を生まない対策の事業に対する要望だったと

いうことであります。 

○石原委員 ３５ページの国庫補助金の中の６節学校管理費補助金ですけれども、僻地児童生徒

援助費等補助金ということで、参考資料に上限が３７１万円掛ける２台ということで説明がある

んですけれども、この上限の意味、３７１万円のその設定の意味というか、バス２台で何で３７

１万円しかというような思いもあるし。 

○大岩教育振興課長 通常でしたら購入費の２分の１の補助なんですけども、その３７１万円が

上限という設定なんですけど、国で決められた数字なんで設定の金額というのは私のほうでちょ

っと存じ上げてないのが実情でございます。 

○橋本委員長 よろしいか。 

 ほかに希望される方おられますか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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 それでは、次の範囲に移りたいと思います。 

 歳入で残された部分、１８款の財産収入からページで言えば予算書の４４ページから２２款の

諸収入、５９ページまでを範囲といたします。 

 この間で質疑を希望される方、挙手願います。 

○中西委員 ４７ページ、寄附金、一般寄附金、このふるさと納税クラウドファンディングとい

うのがありますが、ここで４００万円が計上されています。この主要重点施策の概要というとこ

ろで熊沢蕃山顕彰事業というのがあります。これを見てみますと、特定財源でクラウドファンデ

ィング３００万円というのがありますが、この４００万円のうちの３００万円、野良猫の去勢が

たしか１００万円あったと思いますので、その残りの３００万円が蕃山のこの事業に行くと、こ

の事業はこの３００万円は重点施策の中で実施設計、整備工事、展示物作成となっていますけど

も、実際にはどこにこの３００万円は行くんでしょうか。 

○田原教育部長 展示物の作成でございます。 

○掛谷委員 今の関連で、展示物の作成というのが３００万円クラウドファンディングと、集ま

ればもちろんいいんですけども、この展示物作成というのは具体的にはどういったものになるん

ですかね。展示物そのものはありますよ、作成というのがようわからんのですけど、この中身を

ちょっと教えてください。 

○田原教育部長 今予算で予定しておりますのが掛け軸であるとか、古い本です、そういったも

のであるとかを複製品の製作、それとあとは展示パネルであるとか年表であるとか案内プレー

ト、そういったものでございます。 

○掛谷委員 当然そういったものは、クラウドファンディングをやるときには中身の説明をもち

ろんしたものを考えてはおるわけでしょうね。中身を見せて、それじゃないとわかんないから

ね、クラウドファンディングの展示物の熊沢蕃山の顕彰のための展示物作成だけじゃわかんない

から、当然中身をちゃんと伝えて思いを伝えていくような内容にしなかったら、そのメッセージ

を伝えていくことによってクラウドファンディングをやる、やらないというのはやっぱり大分変

わると思うんですね。変わるというよりは思いが伝わればしてくださると思うんですけど、その

あたりのところはきちんとされるんでしょうね、当然。 

○田原教育部長 もちろんその熊沢蕃山の顕彰事業というのを備前市の教育委員会が実施してい

くと、その目的はこうと、それでそういったものに付随するものとして展示物の作成、そういっ

たものも必要ということで皆さんにその趣旨を訴えて寄附をいただけるような形でＰＲしていく

ということでございます。 

○掛谷委員 趣旨、目的はもちろん一番最初にあるんですけど、こういった掛け軸じゃ本の文章

をつくって本なのかな、それから年表をつくる、パネルをするとか、そういうものも当然中身入

れてされるんでしょうかということを言ようるわけよ。 

○田原教育部長 具体的にまだ所有者、そういったところとの話も詰まってない状況ですが、そ
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ういう情報を載せることができることであれば、そういったものも含めながらＰＲしていきたい

と思います。 

○掛谷委員 要望というより当然こういうものはきちんと中身を正確に、また内容を煮詰めたも

のをやっぱり出さないと何でもええから寄附、クラウドファンディングはそりゃしてくれません

からね、しっかりとそこは中身を発信してもらいたいと、きちっと、要望しておきます。 

○守井委員 クラウドファンディングでやるんであれば、総務省なりの認可なりを受けにゃいか

んのじゃないんかなと思うんですけど、そういうことは必要ないんですか。 

○田原教育部長 クラウドファンディングの趣旨に沿っておれば、特段その総務省の認可とかそ

ういったものは必要ないと考えます。 

○守井委員 ほんならふるさと納税とかそういうものではないということですかね。 

○田原教育部長 ふるさと納税のクラウドファンディングでございます。 

○守井委員 そういや、４月から６割とかというのがあるんですけれども、それの対応というこ

とですか。 

○田原教育部長 具体的に返礼品とか、そういったものについては考えていないんですが、時期

としては１０月、そのあたりが一番皆さんの寄附のしやすい時期と聞いておりますので、そのあ

たりを目標にＰＲをしていきたいと考えています。 

○守井委員 通常のふるさと納税であれば市民税、県民税の２割内の個人であれば、だからクラ

ウドファンディングでということであれば企業のふるさと納税版という格好のクラウドファンデ

ィングということで理解しとってよろしいんですか。 

○田原教育部長 企業版ふるさと納税というのは企業の経費の次は６割とか算入されると聞いて

いますが、この分については個人版といいますか、普通の企業版ではないふるさと納税のクラウ

ドファンディングと、企業版ふるさと納税というのはたしか総務省のそういった計画に基づいて

やるものについて認められると聞いております。 

○守井委員 この展示物を作成するということなんですが、いろいろな事業の中でやるわけなん

でしょうけれども、展示物はどこへ展示される予定なんでしょうかね。 

○田原教育部長 今計画をしている伊里公民館の別棟の部分に展示すると考えております。 

○守井委員 もしそれがなくなる場合だったら、事業はできないということになるんですか。 

○田原教育部長 なくなるのであれば、その展示するスペースを新たに考えないといけないとい

うことになるかと思います。 

○守井委員 都合によったら新たな場所を確保して、この事業を進めようかということもあり得

るということは考えとってよろしいんですか。 

○田原教育部長 今の時点では、その部分について展示物だけそのためにこしらえてというよう

なことは申し上げられない状況でございます。 

○掛谷委員 クラウドファンディングを御理解できているんかなと思いますけども、そこぐらい
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ちょっと答弁欲しいのは金銭的リターンがないというものが寄附型なんですよ。今言う返礼品が

あるのが投資型なんですよ。それで、もう一つはプロジェクトチーム、こういったものから何ら

かのものをどういうんですか、物品やそういう権利というものを買う購入型と、そういった大き

く３つ分かれるんですよ。だから、本来ならこのクラウドファンディングが返礼品だったら返礼

するお金というのをどこかから生み出さにゃいかんのですよ。だから、これぐらいのことをどう

するんかぐらいは考えておかないといけないんじゃ、どのパターンでいくんですか。 

○田原教育部長 詳細についてはまだ詰めてはおりませんが、基本的には寄附をいただくという

ような形で考えていきたいと、ただ例えば論語かるたであるとか、そういったものを返礼の品で

送るということは考えてもいいのかなというようなことは思っております。 

○掛谷委員 それはですから購入、権利とか物をいただくということでかえさせていただきます

という３つの最後のパターンになるんですよ。だから、そこのあたりもしっかりと勉強してそう

いうふうにやられるんだったらそれでいいんですけども、ちゃんとやっていただきたいなと。そ

れでこらえてつかわさいと、論語かるたをはい、どうぞ、それも金額が多い人も少ない人も一緒

でいいのかどうかというのもありますわね。よくしっかりやっていただきたいなと思います。 

○中西委員 同じところで、ふるさと納税のクラウドファンディングの返礼品を考えているんだ

と、そういう私お返事をいただけるとは思ってもいなかったんで、このクラウドファンディング

で返礼品を出すという、その返礼品を出す予算はどこにあるんでしょうか。 

○田原教育部長 こちらのふるさと納税の部分で措置をしていただくように考えております。 

○橋本委員長 暫時休憩いたします。 

              午後３時５２分 休憩 

              午後３時５３分 再開 

○橋本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

○田原教育部長 ふるさと納税の返礼品の金額に入れていただいていると考えております。 

○守井委員 ５７ページの教育費、雑入のところの余熱発電量電力収入というような形があるん

ですけれども、これが横ばいでずっと行くんだろうと思うんですが、どこどこが今対象になって

おるか報告願えますか。 

○大岩教育振興課長 備前中分が３万７２０円、日生中分が４５万１，９８０円で見積もってお

ります。 

○守井委員 吉永小学校はないんですか。 

○大岩教育振興課長 自家消費でありますので、余剰の売電はございません。 

○守井委員 余剰売電というのは、その今２カ所だけでということですか。 

○大岩教育振興課長 はい、そのとおりでございます。 

○川崎委員 ちょっと余剰で気になるんだけど、学校も休みの日があるんで、そういう日は電力

使ってなければ発電しても売電もせずにただ発電して流しとるというか、放流しとるというん
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か、放電させとるという理解でよろしいんでしょうか。 

○大岩教育振興課長 その辺のところを認識不足で申しわけございません。調査してまいりま

す。 

○川崎委員 土日は少ないんかもわかりませんけど、夏休みが結構長くて、そういうとき今クー

ラーもたしか備前市内小・中学校皆ついているはずだから、冬休み、特に夏休みなんかの電力と

いうのはほとんど使わずに発電だけして売電してないようなことが起きとんかなというふうに今

の説明では聞こえますので、そういうことはあり得んだろうと思いますんで、正確に調べたら厚

生文教委員会には報告していただけたらと思います。事後で結構ですから。 

○大岩教育振興課長 承知いたしました。報告させていただきます。 

○中西委員 ４９ページ、まちづくり応援基金繰入金というのがあります。このまちづくり応援

基金繰入金は２億４，８７０万９，０００円という金額ですが、この主要重点施策の概要を見て

いますと、まちづくり応援基金繰入金というのが特定財源で７１万９，０００円が示されていま

す。このまちづくり応援基金繰入金７１万９，０００円はこの伊里公民館別棟整備事業実施設

計、整備工事、どちらに入るんでしょうか。 

○田原教育部長 こちらの７１万９，０００円は、熊沢蕃山顕彰事業の蕃山先生の復刻版の印刷

５０万円と、あとは記念講演に係る講師の謝礼、旅費、印刷費を含めて２１万９，０００円を合

計したものでございます。 

○中西委員 続きまして、米百俵基金繰入金、これは熊沢蕃山の事業の中では、実際にはこの整

備事業あるいは実施設計では幾らそれぞれの事業に入るんでしょうか。 

○田原教育部長 整備事業に関して、工事費が３，８５０万円と設計費用が３５２万円でござい

ます。 

○中西委員 この２つの金額を合わせたものが、実施設計と整備工事合わせたものが米百俵基金

になるんでしょうか。 

○大岩教育振興課長 参考資料の５４ページでございます。米百俵基金の４，７２２万４，００

０円の内訳でございますけども、楷の木賞事業に１８万６，０００円、共同事業の補助金に８０

万円、創業奨励金に６０万円、特色ある学校づくり推進事業に３３１万円、こども園の特色事業

に１３万６，０００円、先ほどの公民館別棟事業に４，２０２万円、それから片上高校の看板設

置ということで１７万２，０００円で合計４，７２２万４，０００円でございます。 

○中西委員 ちょっと私が聞き漏らしたんですけども、この実施設計と整備工事を足したものは

実施設計と整備工事を足すと４，３５２万円になるんですけど、その４，３５２万円のうち４，

２０２万円がこの中に入ると、それ以外は一部一般財源と思ってよろしいでしょうか。 

○田原教育部長 そのとおりです。 

○橋本委員長 ほかにございますか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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 ないようでございますので、歳出に移りたいと思います。 

 別冊の予算書６４ページ、所管別分類表の１１ページをお開きください。 

 項目が複数ございますので、歳出のほうも２つに分割して範囲を指定したいと思います。 

 まず最初は、第２款の総務費、ページでいえば６４ページから、第３款の民生費、児童福祉費

等々ですが、６４ページから１１３ページの間を範囲の指定をいたします。 

 この間で質疑を希望される方どうぞ。 

○藪内委員 １０７ページ、児童福祉総務費、１９節負担金補助及び交付金、一番下の認可外保

育施設等利用助成金１，０８０万円、これは何名分を想定されているのか。 

○波多野幼児教育課長 ２万円平均といたしまして、４５名分の１２カ月分を想定しておりま

す。 

○守井委員 来年度から事業をやろうとされているんですけど、４５人もそういう対象になって

いるというのもちょっとどうかなというような感じもするんです。新規事業であると思うんです

けども、どういう事情でこういうことの事業をやろうとされたのか、その辺説明いただきたいん

ですけど。 

○波多野幼児教育課長 経緯でございますが、最初に認可外保育に助成をしたのは昨年４月から

始めました備前市の院内保育の助成でございます。補正予算で減額となりましたが、備前病院、

吉永病院、それから草加病院の院内保育に追加いたしまして昨年１０月からは国の無償化により

まして県に届け出をしている認可外保育施設の３歳から５歳は国の無償化でこちらから保護者の

方に支払った保育料限度額がございますが、バックするという制度を始めました。それに加えま

して、待機児童の対策といたしまして待機児童はゼロ歳から２歳までに限定されることから、国

の制度にプラスいたしまして全て県に届け出をしている認可外保育施設の保育が必要な方のみ無

償化をゼロ歳まで拡大したという次第でございます。 

○守井委員 この２万円に相当するような利用料になっているから、それを補助するんだという

考え方なんですか。 

○波多野幼児教育課長 積算といたしましては、先ほどお答えしたとおりでございますが、院内

保育によっては１カ月１万円のところ、それから２万円のところ、それから認可外保育施設で２

万８，０００円のところもございます。この金額を予算立てしておけば全ての保育料、これゼロ

から２歳までは４万１，０００円というのが国の上限ですが、それの範囲内で賄えるということ

で予算立てをしております。 

○守井委員 これは全額補助しようという考え方の予算立てにしているということですか。今人

数掛ける何とかとおっしゃっていましたけれども、その点いかがですか。 

○波多野幼児教育課長 まずは、この予算の範囲内で保育が必要な方で認可外保育を利用してい

る方全員この予算で対応をいたします。 

○尾川委員 関連で、実際現実はもうその今言う病院の看護師さんのというふうなことになっと
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んですか。 

○波多野幼児教育課長 院内保育も含まれますが、久々井のプレーパークさんが運営していらっ

しゃる森っこえんという施設がございます。そちらと、それから今度伊部に一時預かりをＮＰＯ

さんが起こしますが、そちらのほうも対象になっております。 

○尾川委員 今後の方向としたら認可外保育施設というのは備前市としたら当てにするという

か、活用していこうという方向なんですか。 

○波多野幼児教育課長 備前市としましては、待機児童が御存じのようにゼロ歳から２歳までの

とにかく一時的にでも預かってほしいという希望の保護者に対して園で賄い切れない分、認可外

保育施設を助成をしふやしていく、それから子育てに実績がある団体に運営をしていただくよ

う、その方向で進めていきたいと思います。 

○石原委員 １０８、１０９ページですけど、保育幼稚園費の中の３節職員手当等の中の時間外

勤務手当がすごい増額になっとんですけど、これは何を意味しとんかな。どういう状況なのか。 

○波多野幼児教育課長 時間外手当は主に朝７時から８時半までの当番、それから５時１５分か

ら７時までの当番、プラス土曜保育で振りかえ休日がとれない場合の超過勤務がこの時間外勤務

手当に該当しております。 

○石原委員 昨年の補正がされとんか、ちょっとチェックできてないんですけど、当初ではたし

か６２４万円で倍増近いような金額になっとんで、果たしてどういう状況が生まれとんかなとい

うような思いでおったんですけど。 

○波多野幼児教育課長 現場における時間外は先ほど説明したとおりですが、私どもの幼児教育

課で勤めております臨時職員の時間外が思ったより多かったという形で、来年度も同じ体制でい

く限りはその手当分も上乗せしたものでございます。 

○中西委員 ８７ページの税務総務費のうちの償還金利子及び割引料、税収入払戻金２，０００

万円がありますけども、ふるさと納税のその返礼品というのはここの中にあるんでしょうか。こ

こでなければどこにあるんでしょう。 

○橋本委員長 この２，０００万円の中に、文教関係の分が何か入っとんですか。 

○中西委員 先ほどのクラウドファンディングを蕃山顕彰事業の中でクラウドファンディング、

その返戻金というのは払戻金の中にあるというふうなお話でしたけども、ここの中なんでしょう

か。それとも、どこに品目としてはあるんでしょうか。 

○橋本委員長 田原部長、先ほどの歳入の部分で歳出で返礼品の中に幾らか見込んであるという

ところがありましたが、その歳出の部分を指摘してください。返礼品。 

○田原教育部長 先ほど中西委員の御質問でクラウドファンディングの予算、歳出のほうはどこ

へ入っているかという御質問でした。まことに申しわけございません。私がちょっと勘違いとい

いますか、しておりまして担当とのヒアリングの中ではクラウドファンディングの返礼品につい

て協議した経緯がございまして、もう措置されているものと勘違いしておりました。担当との話
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では今ある例えば論語かるたであるとかオリジナルグッズ、そういったものをお礼の品として送

って特に予算措置をせずに今回のクラウドファンディングについてはそういう取り扱いにしてい

くと、従来のようなその肉を送るとか、そういったことではなくてあくまで閑谷学校の関連のグ

ッズということで今ある保有しているもの、あとは開発できたらそういったものはしていきたい

と思いますが、そういったもので対応していきたいということにしたということでございます。

まことに申しわけございません。 

○中西委員 どういった返礼品を考えておられるんでしょうか。 

○田原教育部長 かるたは、今現在販売しておるのが１，５００円でございます。グッズについ

ては今後検討してまいりますが、そう高額なものということではございません。 

○中西委員 グッズというのは、何かあるんでしょうか。私も余りそういうのは詳しくないんで

すけど。 

○田原教育部長 例えばその論語かるたのマスキングテープであるとか、蕃山先生の復刻版、そ

ういったものも対象にはなるかなと考えております。 

○中西委員 １０９ページの保育幼稚園費の報酬のところで、会計年度任用職員報酬というのが

あります。この中には運転手が含まれているんでしょうか。 

○波多野幼児教育課長 バスの運転員につきましては６５ページの報酬の一般管理費の報酬の会

計年度任用職員報酬のところにバス運転員分１，７３８万２，０００円のうち、１４３万３，０

００円が幼児教育課として、この６５ページの報酬に含めております。 

○中西委員 例えば吉永のこども園の送迎の運転員の賃金というのは、この６５ページにあるわ

けですか。 

○波多野幼児教育課長 こちらの６５ページに、バス運転員としては全て（「通園バスの運転員

４人分の報酬のみ」と後刻訂正）計上をしております。 

○掛谷委員 １１２、１１３ページで一番下にある幼保一体施設整備費、これが廃目になってい

ます。廃目ということは今後はこれはなくなるわけですけど、もう幼保一体型施設整備というの

はどうなん、これはもう終わりですか。 

○波多野幼児教育課長 大きな幼保一体型の施設整備は、今回の日生で一旦は完了でございま

す。これからの幼保一体施設の修繕等につきましては、保育幼稚園費の中のこども園の修繕とい

う形で予算に反映してまいりたいと思います。 

○掛谷委員 これはちょっといかがなんかなとは私は思いますけど、例えば地元の香登の場合も

やってくださって保育園を増設して対応はできます、ただし校庭で遊べるだけの敷地がない問題

があったりして課題は大きいわけですね。これは今でも覚えていますけども、奥田教育長はあく

までも暫定的な措置であると、当面回避してやらねばならんから当然暫定的に措置を早くして困

らんようにする、これは正解なんですよ。 

 ただ、暫定的な施設整備であるということをおっしゃっているわけで、じゃ将来の香登の認定
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こども園というのはもう一切今のところはとりあえず終了ということはわかります。それは今後

どうなんでしょうか。どういうふうに議論されて、そういう次の段階に行けるんかどうかという

のが私はちょっと疑問に思うんですけど、どうなんでしょうか、そこらあたり。 

○波多野幼児教育課長 確かに当初は閉園になりました香登幼稚園の活用その他のことについて

いろんなことを考えましたが、先ほど掛谷委員おっしゃられたように現状のふぐあいを解消して

いこうということで香登を認定、それから大内保育園も増築に動いておりました。今後につきま

しては、まず増築したところでの待機児童の解消あるいは園庭の使いやすさ等も現状を見ながら

地元の方ともこれからの香登について議論を続けていくつもりでおります。ともかく令和２年度

は、この幼保一体施設整備費というのを一旦休止するということでございます。 

○掛谷委員 わかりました。ただ、令和２年度ではそうするということで、一番は暫定措置であ

るということが頭にひっかかっておるんで、じゃ、令和２年度はやむなくでも令和３年度以降ま

た考えていただきたいと、すぐにチェンジはできないんでわかるんですよ、だけど考えていただ

きたいなというところを要望しておきます。 

○青山委員 １１１ページです。保育幼稚園費の１３委託料、下から３つ特定建築物等調査報告

書作成業務委託料と、それから職員研修委託料、広域入所保育園運営費委託料とあるんですが、

それぞれ倍以上の増額になっているんですが、内容とそれから増額の理由を教えてください。 

○波多野幼児教育課長 それでは、下から３番目の特定建築物等調査報告書作成業務委託料から

申し上げます。 

 まず、この業務は３年に一度全ての建築物等の調査報告を作成する必要がありますので、令和

２年度がその年度に当たります。その次の年度は、令和５年度に当たります。プラス防火扉を持

つ伊部認定こども園、伊里認定こども園、吉永認定こども園、防火扉のほうの調査報告は毎年で

ありまして、そちらが８４万３，０００円と３年に一度の調査報告が３０万１，０００円という

ことでございます。その下にあります職員研修の委託料でございますが、園の研修といたしまし

て１万５，０００円の講師を１０園３回ずつということで、これは主に臨床心理士の先生に来て

いただきまして保育士、保育教諭とそれから特に気になる子供等のかかわり方における指導のほ

うを定期的に園に入っていただくものプラス職場のマネジメント研修ということで、この年は新

人、この年は中堅、この年は主任、園長ということでカイマネジメントという会社のほうで職場

の過ごし方、マネジメントあるいは新人職員の研修を行うのに２５万円委託料を組んでおりま

す。２５万円と４５万円で７０万円でございます。 

 最後に、一番下の広域入所保育園運営費委託料でございますが、これは備前市に入ってくるパ

ターンが歳入で上げております。逆に備前市の子供が岡山市等近隣市町村にお世話になる場合、

特に勤め先が岡山市ですから岡山市の園に入れた場合に備前市は岡山市に委託料を払う、逆に岡

山市の人が備前市に入ってきましたら岡山市が備前市に委託料を払うと、そういった仕組みにな

っておりまして、大体換算いたしましてこちらから８人から１０人お預かりいただくことを前提
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に予算のほうを計上いたしました。 

○尾川委員 職員研修の委託料の関連なんですけど、考え方として支援の横のいろいろ研修とい

うことで具体的にそのスタッフの養成というのはどういうふうに考えとんですか。 

要は、今いろいろ関西福祉大学の先生頼んだりしょんじゃろうと推察しとるわけ。そういう

先生にも頼まにゃいけん、専門家に頼まにゃいけん、旭川荘にも頼まにゃいけんというのはよう

わかるんですけど、その前に備前市の要するに子供会というか、スタッフのところへそういう専

従みたいなプロをもうそろそろ置いて体制づくりするべきじゃねえかというふうに研修受けたけ

ども実際なかなかその現場というか、園児の対応がやっぱりおろそかになるというふうなことが

懸念されるんじゃねえかなと思うて、前にもちょっと提案したこともあると思うんじゃけど、そ

ういう子供会の中に専従班みたいな人がおっていろいろ対応していくと、県からアドバイス受け

たりするケースもあるんでしょうけどね、やっぱり１回やってあとフォローがねえという現場の

声もあったりするんで、そういうことをもうそろそろ考えてスタッフ育ってきとるからどうかな

というふうに思うわけです。 

○波多野幼児教育課長 実は、令和元年度は就学前指導員というのを１年間確保できずにおりま

した。よって、私どもの指導係の園出身の職員２人が直接園に出向いておりましたが、令和２年

度は週３日で就学前指導員を確保いたしまして、その方とそれから先ほどの質問でお答えいたし

ました園研修に１０園３回回っていける先生と連絡を密にとりまして、研修専門の体制をつくり

上げていきたいと思っております。 

○尾川委員 要は余り現場に負担かけ過ぎ、ある程度はレベルアップを図っていかにゃいかんと

いうのはようわかるんですけど、雇用形態もいろんな形がおるし、年齢もばらつきもあるし、そ

ういう面からやっぱり余り現場に全部任せてしもうてやるということは非常に難しさがあると思

うんで、その辺の兼ね合いをうまいことコントロールしてもらいたいなということで言うんです

けど。 

○波多野幼児教育課長 尾川委員がおっしゃるとおりだと思います。この職員研修委託料だけで

なく、その次の１１３ページの上から３段目、学校教育支援事業補助金ということで備前市の教

育研修所に就学前研究部というのを立ち上げております。これはかつて幼稚園だけでしたのが

幼・保誰でも研修が受けられるように、臨時職員まで広げられるような幅をきかせた研修をその

補助金の範囲内で対応していきたいと思っております。また、保護者等につきましても保護者

の、昔母親クラブ、今保護者会の研修の補助金等で家庭教育のテーマを広げ、いろんな幅をきか

せた研修を行ってまいりたいと思います。 

○橋本委員長 よろしいか。 

 ほかにございますか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようでしたら、もう次の範囲に移ります。 
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 それでは、予算書の１６２ページの第１０款教育費から最後まで、１９５ページ、諸支出金ま

での範囲を指定いたします。 

○掛谷委員 １６５ページの１３節委託料、計画策定業務委託料１，０９３万４，０００円、令

和２年度当初予算等資料の７９、８０ページに書いておりますんで、そこを中心に話をちょっと

お聞かせください。 

 まず、これは公立学校の個別設計計画策定業務ということで、国が教育施設を個別にきちんと

計画をつくって出しなさいというようなことです。これはいつ決まって来年度から適用されるん

でしょうけども、今ここにあるのは小・中学校の運営に関する総括的な事業を実施する備前焼ま

つりのタブレットの活用、芝生事業、それから今のそういう内容含めて１，０９３万４，０００

円あります。もう少し詳しく教えてください。 

○大岩教育振興課長 公立学校の施設の個別施設計画策定についてですが、令和３年４月から国

の補助金をいただくときに、この計画書をつくってないと補助金がいただけなくなるということ

で文科省のほうからこういったものをぜひつくりなさいということで通知が来ております。平成

３１年１月８日付の文書で来とんですけども、それに伴いまして来年度令和２年度中に策定する

ということで、そのどういうんですか、その施設の傷みぐあいであるとか、改修するときにどれ

だけ費用が必要であるとか、そういったところを委託で出していただくということで小学校ご

と、中学校ごと、共同調理場の施設を対象に行ってまいりたいと思っております。 

○掛谷委員 施設再編の関係でこういう市庁舎であるとか市民センターであるとか、いろいろそ

の公共施設があるわけです。小学校は公共施設とはちょっと別なんで、聞きたいのはあくまでも

教育関係は今度再編整備するときには、もう一切そちらのほうには関係なしにこの個別の教育関

係の施設についてこれを軸に全部やっていくんだということで、教育委員会では公民館とか、そ

ういうなのもこれはこっちには入って当然くると思います、その分野、どういうところまでこれ

が入ってくるんか、再編整備との絡みがあるんですよ。それはどうなんでしょうか。 

○大岩教育振興課長 こちらの委託料は小学校、中学校、共同調理場の施設だけでございます。 

○掛谷委員 ほかは公共施設の再編の事業のマネジメントのほうにいくということですよね。 

○大岩教育振興課長 公共施設のマネジメントの計画のほうには、こちらの小学校、中学校、共

同調理場は含まれておりません。 

○掛谷委員 それと、ちょっとここでこの芝生事業とかタブレットの活用というのが、これも

１，０９３万４，０００円の中に入っているんで、そこらあたり新規なんでしょうけども、どう

なんでしょうか。 

○大岩教育振興課長 こちらの事業につきましては小学校中学校管理運営事業というところに入

っておりますので、今年度の重点項目というところで個別計画を掲載させていただいておりま

す。 

○掛谷委員 それはありがたいんですけど、備前焼まつり、タブレットこれ今も使っていると思
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うんですけど、芝生事業も実際取り組んでいくんですね。具体的に何か案があるんでしょうか。 

○大岩教育振興課長 芝生事業につきましては、片上小学校と伊里中学校と東鶴山小学校の芝生

の管理に関するもので、いつも計上させていただいております。 

○守井委員 主要事業ということで出ております熊沢蕃山顕彰事業という項目です。予算的なも

のについては後から聞きたいんですけれども、とりあえずこの事業に至った経緯ですね。それか

らそれぞれのこの主要事業の中に書いております、先ほど中西委員からも話があったんですけ

ど、予算の内訳の話なんですけれども、それぞれの費目がどこに計上されているかを。この顕彰

事業を行うようになった、その経緯をまずちょっと報告いただきたいと思います。 

○田原教育部長 経緯ですが、令和２年度には、世界遺産登録推進している特別史跡旧閑谷学校

の創学３５０年になるということで以前より議会のほうでも要望等がございました。３００年の

当時からそういった声も上がってきたわけなんですが、そういった声もなかなかその財政的な事

情とかそういった中で、やはり３５０年という機会を捉えて実施したらいいというような話もご

ざいまして、地域の方もそういったことで熱心に顕彰活動をされているというような中で要望書

も受け取りまして、そういった中で種々検討してきた経緯がございます。そういった中で、今回

３５０年を機として取り組んでいこうということで実施する次第でございます。 

○守井委員 伊里地区の方々が熱心に推進しておるということは重々ようわかっておるんですけ

れども、これやっぱし全市的にやらなくちゃならないんじゃないんかなと、伊里地区だけの問題

じゃなくて熊沢蕃山という方の顕彰事業という形であれば、当然全市的なものでやっていかなく

ちゃならないんじゃないかなというような感じで思うわけなんです。その点から見ると、伊里地

区だけの方が熱心にやられたのは確かにいいことだろうと思うんですけど、全市的にやっぱりも

っといろんな面から関与すべきじゃないんかなというような感じで思うんですけれども、その点

はいかがなんでしょうか。 

○田原教育部長 委員おっしゃられること、よくわかります。ただ、その今回実施したいと考え

ておりますのは、やはり旧閑谷学校の地元といいますか、そういったところで一生懸命その顕彰

活動をされているという実態がございます。こういった施設を整備するに当たってはやはり協力

をしていただく方の活動といいますか、そういった活動が大変有意義なことでございますので、

地区の方が集まりやすい場所を起点として備前市全体で、もちろんその熊沢蕃山の顕彰をしてい

くという出発点になればということで考えております。 

○守井委員 例えば国とか県とか、国の補助金とか、そういうものが交付金かもしれませんけ

ど、そんなものとか、あるいは県の補助とか、そういうのが正式に協議なんかしたことはあるん

ですか、いかがですか。 

○田原教育部長 調査したことはございますが、そういった交付金等についてはないということ

で、今回米百俵基金を原資としてやりたいということで計上しております。 

○守井委員 調査は交付金の検討はしてないということで、県との協議の話はどういう形でされ
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たかというのはあるんでしょうか。正式な話と、どこが担当部署になるかも調べてみにゃわから

ないと思うんですけども、補助金の関係のところ、あるいは文化財の関係のところ、これは県な

んかの窓口になるんかはわからないと思うんですけれども、特に担当部署なりの協議はされたこ

とがあるんですか。 

○田原教育部長 文化財のほうとはお話をしたことはございますが、補助金についてはそういっ

たものはないという話を伺っております。 

○守井委員 そして、ちょっと予算のところで、それぞれいろんな事業があるんです。この予算

の財源の内訳をそれぞれ教えていただきたいと思うんです。 

 まず、実施設計の３５２万円ですけれども、１８１ページの工事設計監理委託料１，３５２万

円のうちだろうと思うんですけれども、それのまず説明と財源を教えてください。 

○竹林社会教育課長 １８１ページの工事設計監理委託料１，３５２万円、このうち３５２万円

が伊里地区の公民館別棟に伴う設計委託料になっております。財源は、先ほど申し上げました米

百俵基金となります。 

○守井委員 続いて、施設工事のほう。 

○竹林社会教育課長 こちらにつきましては１８１ページの工事請負費、施設整備工事３億９，

２１４万８，０００円、こちらのうち４，０００万円、こちらが伊里地区の公民館関係の工事請

負費となります。こちらのうち３，８５０万円、これが米百俵基金の財源と考えております。 

○守井委員 続いて、その展示物作成という３００万円という文化財保護費という形がこの重要

案件のほうであるんですが、これの内容を教えていただきたいと思いますが。１８５ページのデ

ザイン委託料がそれに該当するんかなと思うんですけれども。 

○田原教育部長 １８５ページのデザイン業務委託料３００万円でございます。財源は、ふるさ

と納税のクラウドファンディングでございます。 

○守井委員 その下に関連事業復刻版印刷の５０万円、これはどこに計上されておりますでしょ

うか。 

○田原教育部長 １８５ページの印刷製本費の５９３万８，０００円のうちの５０万円で、財源

については、まちづくり応援基金繰入金でございます。 

○守井委員 次の記念講演等の２１万９，０００円について。 

○田原教育部長 同じく１８５ページの報償費、講師謝礼の１２万円のうち５万円の講演会と、

旅費のうち４万９，０００円でございます。それと印刷製本費の１２万円でございます。 

財源は、まちづくり応援基金でございます。 

○藪内委員 １７１ページ、教育振興費、１８節備品購入費、教材備品５０４万３，０００円、

これ新規のプログラミング教育の教材だと思います。資料も出ていますが、詳しく御説明くださ

い。 

○大岩教育振興課長 小学生のレゴですか、３人に１人使えるような備品でございまして、それ
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を１０１台購入するということで金額が３０３万円を計上しております。 

○藪内委員 それでは、残りの２０１万３，０００円は何でしょうか。 

○大岩教育振興課長 こちらは児童の学校配分分でございまして、１，５００円を１人当たりの

１，３４７人ということで２０２万５００円を計上しております。 

○藪内委員 備前市教育研修所情報教育部会、これ何か専門的なあれだと思いますけど、ほかの

先生もスムーズに使えるものなんでしょうか。 

○朝倉学校教育課長 教育研修所は、それぞれの学校の代表の先生のこの情報教育部会に集まっ

て協議をしていただいています。当然それぞれの学校に持ち帰って、もう一つの教材があったん

ですけど、それとの比較をしながら話をしていただいたりとか、あるいは実際に少数であるんで

すけど、活用しながら協議いただいて汎用性があるもの、先生方が使いやすいものということで

選んでいただいておりますので、使用しやすいものというふうに考えています。 

○藪内委員 具体的に、研修とかは考えられていますか。 

○朝倉学校教育課長 幾らか学校の中でも授業公開等でも使われていますので、先生方も目にさ

れているんではないかと思いますが、必要に応じて要望があれば説明等も行っていきたいと思っ

ております。 

○掛谷委員 熊沢蕃山のところでもう一度聞きたいのは、実は山田方谷の記念館というのが新見

市に平成１６年３月にできております。そこは５，０００万円の建設費で、２分の１が国からの

交付金を受けております。大分時代が変わっているんで、今ある、ないとおっしゃられて時間の

経過でなくなっているんかもわかりません。 

 ただ、半分ほどは交付金で措置ができている事実が、過去にそういうところはあるんですよ。

ですから、やっぱりしっかりと今ないとおっしゃられとんですけど、何かそういったこういう事

業について県は恐らくないと思うんで、国なんかにいろんな形で例えば文科省以外でもあるかも

わからんし、そういうところまで研究がほんまに尽くされておるのかなと、ちょっと私も疑問に

思うところもあったりして、網羅して全部いろんな形で研究されてなかったのか、どうなのか、

もう一度文科省だけにそういうことを調べたのか、どういうところまで調べられたのか、お尋ね

したいと思います。 

○田原教育部長 特にその別の省庁を調べたとか、そういったことはありません。 

○掛谷委員 文化庁かもわかりません。ただ、いろんな省庁にまたがってあるかもわからんのん

ですよね。やっぱりそこまでちゃんといろいろ全部手を尽くしたけど一切ないというんであれ

ば、私もやむを得ないというか、しょうがないなと思うんですけど、まだまだ何か余地があった

んじゃないかということを私はちょっと意見を言っておきます。 

○森本委員 関連なんですけれども、先ほどこの蕃山の整備工事費が４，０００万円で、そのう

ち３，８５０万円が米百俵基金からと言われたと思うんですけど、あと残り１５０万円がこれか

ら見たら一般財源になると思うんですけど、米百俵基金が使えなくてこの１５０万円だけ一般財
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源を使われる理由は何でしょうか。 

○竹林社会教育課長 工事請負費４，０００万円のうち、１５０万円部分につきましては現在伊

里公民館に建設予定しております部分に農業用施設、ポンプ施設用の小屋が建っております。こ

れにつきまして整備をするに当たりまして、こちらの施設を撤去していくという費用で予定して

おります。その部分については、基金は充てないという方向で考えております。 

○森本委員 撤去って言われたんですけど、これはどこか移設されるんじゃなくて完全に撤去で

終わるということですか。 

○竹林社会教育課長 こちらにある施設につきましては、現在もう使用してない施設ということ

で、こちらの部分の下流部分に新たな施設ができておりますので、現在はそちらを運用している

ということでございます。 

○中西委員 そこのところで限って言わせていただければ、１点だけお尋ねしたいんですが、こ

れは公民館の別館を建てるということになっているんですけども、伊里公民館ですから、これは

地区公民館ですよね。地区公民館というのは、全く補助金が出ないところなんですか。 

○竹林社会教育課長 公民館施設につきましては、現在三石地区でも公民館の建設計画を進めて

おりますが、補助金関係は公民館施設については現在ないということで聞いております。 

○川崎委員 １８０ページの公民館の施設整備工事で３億９，０００万円の中、どこを探しても

四千数百万円がないんで不思議に思ようたんですけど、中に含まれとるという先ほどの議論でし

たけれども、私が考える限り公民館の敷地に建てる施設だけれども公民館とは全然関係ないんじ

ゃねんかなと。私はこの１８４ページの文化財保護が先ほど経費類は全部文化財保護の中でごち

ゃごちゃと細かい経費はちゃんと分別してそれぞれの経費に入れとるのに、肝心な４，０００万

円の施設費については公民館費で工事費で落としとるのは少し間違いじゃないかな、文化施設費

かなんかの中で、そこの施設工事費として明確に３億９，０００万円から４，０００万円ほど落

として、そちらは３億５，０００万円、こちらに４，０００万円というふうな仕分けを間違って

いるんじゃないんかなと私は言いたいんですけど、蕃山顕彰施設といったらいいですか、記念館

といったらいいんですか、それが公民館の工事費で落ちるという予算の組み方というんですか、

間違っとんじゃないんですかね。正しいんですか。 

○竹林社会教育課長 今回整備するに当たりまして、こちらの建物につきましては今まで備前市

が行ってきました論語教育、そういったものも含めて社会教育の観点からも機能を持たせたもの

としていきたいと考えております。また、その建物の中に今回顕彰コーナーも設けていくという

ようなことで、また管理的にも公民館と一体として管理していくということで、人件費等も抑え

ていきたいと考えております。 

○川崎委員 いろいろ管理上の問題からそういうことを言われるんでしょうけど、じゃ、この熊

沢顕彰記念館は公民館なんですね。公民館に、こういうふうに全額ほとんど市の財政使ってやる

ようになっていますかね。先ほど中西委員も何かその補助金のことを言われようたけど、公民館
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というのは何か３割が援助か２割がして残りは町内会が負担せいとかなんとか、いろいろそうい

った建設費用の内訳というのがあるんじゃないですかね。 

○橋本委員長 暫時休憩します。 

              午後４時５２分 休憩 

              午後４時５２分 再開 

○橋本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

 川崎委員の指摘の公民館費にこれらの建設の分を入れるのはおかしいんじゃないかという指摘

なんですが、それに対して執行部の答弁を求めます。 

○田原教育部長 公民館の別棟として整備するという形での整備でございますので、この予算組

みにさせていただいています。 

○川崎委員 小さな５万円じゃ１０万円じゃ５０万円じゃというのは全部文化財保護費の中の諸

経費だという説明を受けましたよね、先ほど。だったら、建設費についてもこの文化財保護費に

入るのか、文化施設費に入るのか、ようわかりませんけれど、施設という言葉のほうが正しいん

じゃないんかなと。そちらの工事費で本来計上すべきものじゃないですかと。公民館の施設工事

費３億９，０００万円の中へ包含するような予算の計上の仕方しかできないのは、私は納得でき

ない。文化保護費で全部細かいこと入れとんじゃったら、文化施設費か文化保護費の中の工事費

か何かで上げたらどうでしょうかということなんです。たまたまこれ文化保護費の中に工事費と

いう項目ないわな。１４から１６に飛んどるわ。１５という工事費のところはない。 

○田原教育部長 今回文化財保護費と公民館費に分かれているというのは、顕彰事業のそういう

熊沢蕃山の顕彰という部分については文化財の関係で顕彰していきますという形です。また、先

ほど課長が申しましたように、その中で行う教育活動その他含め管理上の問題、後々管理してい

くところについては公民館の事業として実施していくということがございまして、施設の整備に

ついては公民館の費用で建設するという形で役割分担をしながらやっておる次第でございます。 

○川崎委員 わかったようなわからんような説明ですけど、別に公民館の伊里公民館の館長か従

業員かよくわかりませんけど、それが熊沢蕃山記念館の管理も委託するという形で十分じゃない

が。何かあくまでも公民館という名前でつくって公民館の運営だという形で人件費というか、管

理費を落とさなければならない理由が明確でないんで、その辺の説明をお願いします。 

○田原教育部長 やはり持続可能な形で管理していくという観点から立って、公民館に管理して

いただくというような形で考えています。 

○橋本委員長 この問題は平行線をたどるから、もう幾ら言っても無理ですから、これをほんな

ら最後にしてください。 

○川崎委員 公民館の運営費でプラスアルファがふえないなら、そりゃ公民館の人件費かなんか

でええでしょうけど、私は新しくその４，０００万円をかける施設を管理してくれということな

ら、公民館の運営費プラス人件費が要るんだろうと、それをあくまでもその記念会館というんで
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すか、それを委託料という形で公民館を運営している方々に支払う必要があるんじゃないんか

な。一切お願いする、無料で管理をお願いするから費用は要らないという理解でよろしいんでし

ょうか。 

○田原教育部長 業務時間の増加というような形になりますと人件費の増加という形につながっ

てくるかと思いますが、一切その業務にかかわった費用を支払わないというような考え方ではな

いと申し上げております。 

○川崎委員 だから、そういうことで要るんだったら公民館の運営、人件費プラスその記念館の

委託料という形で払ったら不都合が何か生じるんですか。何か不都合が生じるから一括で公民館

の工事費じゃし、維持管理費も公民館の運営費で落とさなければならないというような非常に機

械的な捉え方しとることが理解できないんです。委託費でいいじゃないですか。 

○田原教育部長 繰り返しにはなりますが、この公民館別棟の中で行う事業、これに関しては社

会教育事業と考えております。社会教育事業を公民館で実施していくという考え方でございま

す。 

○川崎委員 予算としてはやっぱり社会教育でいろんな諸経費を落としているんですから、社会

教育費の中で私はちゃんと工事費も別枠で文化施設費か何かで工事費も上げ、そこの中の維持管

理費で人件費なり管理費なりを上げるのが本来の予算書のつくり方ではないかという考え方を持

ってますんで、そういうやり方はおかしいんじゃと言うんなら結構ですけれども、私はそのほう

が予算書のあり方としては正しいと思いますんで、検討してくださいということだけ要望しとき

ます。 

○中西委員 蕃山のところの公民館費については、国からの補助金が一切出ないとお伺いをしま

した。それは三石も今回一緒なんだというんですけど、ちょっと私も三石のことは資料きょう持

ってきていませんので、後でも結構ですから香登公民館、自治公民館ですね、あるいは西鶴公民

館に建設したときには、たしか私はこの議会の中で話題になった記憶がありますんで、建設費用

の内訳を後で教えてください。これをお願いしておきます。 

○石原委員 一般質問でも市長等の答弁もあった事業ですけれども、改めてこの後採決にもなり

ますけれども、市として熊沢蕃山顕彰していく上で、また閑谷学校３５０周年ということも含め

て、市長はたしかインパクト性であったり、それから先ほど部長も答弁された管理の面というこ

とで、あそこの敷地内に隣接してという形を選ばれたと思います。市としてこの形こそが生涯学

習の場、また交流の場、また顕彰する場として最善であると、最もこの形が市にとって、市の将

来にとって最も好ましい形であるという形で提案されとると思いますんで、ちょっと振り返りに

もなるんですが、あの場所を選択したこれまでの過程の中で、じゃ一体場所としてはどこどこ具

体的に候補に上げて検討がなされてきたのか、改めてお教えいただきたいと思います。 

○田原教育部長 場所としましては既存施設の利用ということで、まずは伊里公民館の中、ある

いは緑陽会館、伊里中の空き教室、伊里小学校の武道場であるとか他の文化施設、それと伊里幼
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稚園跡地、あとは正楽寺の周辺、閑谷学校の資料館、あとは閑谷学校周辺、そういったところを

検討しております。 

○石原委員 候補に上げて検討してきた中で、先ほど他の文化施設という表現があったと思うん

ですけれども、具体的にはどちらになるんでしょうか。 

○田原教育部長 加子浦歴史文化館であるとか歴史民俗資料館、そういった市の持つ文化施設で

ございます。 

○石原委員 そういう検討を経て最終的にこの形で提案がなされておるんですけれども、もう一

回また改めてになるんですけど、近くにさっきもおっしゃった現在の伊里中学校、それから伊里

小学校の中で先日の委員会でしたか、他県の例だったと思うんですけれども、最近教育施設と公

民館機能を持ったような施設を併設で複合施設のような形で整備しているようなケースもあるよ

うなんですけれども、そういった教育施設が候補には上げられたけれども、そこが結局振り落と

されたというか、その一番の理由についてお聞かせいただければと思うんですけれども。 

○田原教育部長 やはり学校施設、教育施設は現在学校で使用しております。そういったところ

で、不特定多数の方との区別といいますか、そういった問題がございます。あとは管理上の問

題、管理する方の問題、そういったことがございまして、その候補からは落ちたということでご

ざいます。 

○尾川委員 １８３ページ、図書館関係で私はことしの予算に期待しとったんですよ。というの

が、この備前市図書館整備基本構想が昨年末に出るような話があって、それが延びて２月２０日

に３月ということなんですけど、いただいてこの令和２年の予算書にその調査費が上がってくる

と、これだけの教育長からいろいろ集まって１年余りか２年近くやっとられて、図書館施設の整

備ということで図書館整備の方向性を示していきますという記載もあるんですけど、そのあたり

について予算が出てないというのはどういう考え方でこうなっとんですか。 

○竹林社会教育課長 委員おっしゃられましたように、基本構想の策定が年度末、３月にずれ込

んだということで、その中で施設整備を今後検討していく中で比較検討業務というようなことも

必要かと考えております。予算時期に間に合えばよかったんですけども、３月までずれ込んだ

と、構想がということで今後来年度途中なりでもそういった比較検討業務についてまた予算的な

措置をお願いするようなことも今考えております。 

○尾川委員 今説明があったんですけど、補正なんかを組む気持ちはないんですか、調査費を。 

○竹林社会教育課長 当初予算には間に合わなかったということで、来年度の令和２年度の補正

予算等でその辺対応できたらということで今考えております。 

○尾川委員 まあ丸投げにせずに、よう慎重にいろんな意見を市民の声を巻き込んで、ぜひ前へ

行くように進めてください。 

○掛谷委員 １６９ページ、小学校費の中で１１需用費、消耗品費で３，６５０万円が上がって

います。これは別冊の参考資料の８２ページの上から３段目のところへ、これが２，０７４万
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４，０００円新規事業で小学校の新学習指導要領でしょうね。そのために教科用図書に対応、教

師用教科書、指導書を整備する、新教育課程に応じた副読本を購入すると、これは旭東に参加し

て新学習指導要領に対応したものでこういうものが上がってきているんですけども、これは絶対

必要なんですか。 

○朝倉学校教育課長 学習指導要領が改訂されたことによって、指導内容等が大幅に変わってい

ますので、学習指導要領の改訂に伴うときには学校としたらやはり先生方が授業する上では必要

なものと考えています。 

○掛谷委員 わかんないと思いますけども、ほかの自治体もそういう形で予算計上、横並びでこ

れはもうどこの自治体でもこういうことをやられているんでしょうか。 

○朝倉学校教育課長 それぞれの教育委員会によって、それぞれの学校への分配の基準は違うと

思うんですけれども、どの自治体でも教師用の指導書の配布というのは行っていると思っており

ます。 

○掛谷委員 ちょっと数字的なことを教えてほしいんですけども、教師用指導書というのは何名

なのか、この社会科副読本というのはたしか小学校の低学年まで今度なるんだったっけ、対象人

数は単価は幾らなのかを数字的にデータ、この消耗品費の内訳を教えてください。 

○橋本委員長 暫時休憩いたします。 

              午後５時０９分 休憩 

              午後５時２１分 再開 

○橋本委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

 波多野課長が答弁の修正があるそうでございますので、発言を許可いたします。 

○波多野幼児教育課長 先ほど中西委員からの御質問の中で、バスの運転手さんの会計年度任用

職員報酬は全て一般管理費のほうに含まれているというふうに発言いたしましたが、通園バスの

運転員４人分の報酬のみ保育幼稚園費の会計年度任用職員報酬の中に含んでおりましたので、発

言のほうを訂正させていただきます。申しわけございませんでした。 

○中西委員 としますと、吉永の認定こども園の運転手はその６４ページではないと、こっち側

のほうにあるということですよね。 

○波多野幼児教育課長 １０９ページの保育幼稚園費の会計年度任用職員報酬に含んでおりま

す。 

○橋本委員長 それでは、先ほど休憩前の答弁を待っておりますので、答弁願います。 

○朝倉学校教育課長 それではまず、教師用の指導書のほうですが、それぞれの教科についてあ

ります。国語、書写、社会、地図、算数、理科、生活、音楽、図工、家庭、それぞれございま

す。その指導書の中にも、簡易版と全てそろっているものがあります。全てそろっているものに

ついては安いものでも１万円、高いもので２万５，０００円ぐらいするものがあります。そのセ

ットを全ての学校に各学年１冊ずつ、そして特別支援学級でありますとか複数学級ある学校につ
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きましては簡易版の指導書をそれぞれのクラスに全て行き渡るように配布をしておりますので、

そのような大きな金額になっているということであります。それから、社会科の副読本につきま

しては３、４年生の備前市の地域学習を行うのに使うための資料であります。これも学習指導要

領が変わることによって内容とか項目が大幅に変わりますので、１年おくれにはなりますが改訂

をするということで改訂の時期、それから転入生等を見越しまして１，２００冊購入するように

しております。単価が１，６４０円で１，２００冊で１９６万８，０００円、それに消費税が入

りまして２１６万４，８００円ということになっております。 

○掛谷委員 副読本についてはもう全面的にこれは内容を変更するもんじゃないとは思うんです

けども、そこらあたりは改訂をするお金、誰が見て改訂するのかというところにはお金も要るん

じゃないかと。それでそういうものをつくっていくわけですわ。そういう今のはお金の部分、支

出の分の１冊幾らであるとかというんだけど、それを旭東地区の教科書採択かな、そういうとこ

ろには費用はかからんのですか。 

○朝倉学校教育課長 社会科副読本については、備前市独自で行っています。これは教育研修所

の小学校の社会科部会が調査研究をして、株式会社ぎょうせいと一緒にもとをつくっているもの

を当然経年で修正を加えて新しいデータにしながら学習指導要領の改訂とあわせて作成をしてい

るという形になります。ですから、旭東地区の採択とは別になります。今度旭東地区の採択に戻

ることにつきましては、今回負担金のほう上げさせていただいております。児童・生徒１人当た

りの人数掛ける５０円で１０万円、今回負担金として計上させていただいております。 

○中西委員 １６３ページ、教育費の教育総務費、教育委員会費、ここで昨年度は１９の負担金

補助及び交付金のところで研修会等の予算が１万５，０００円組まれていました。私も教育委員

会会議は大変関心を持って読ませていただいているんですけども、やはりこの教育委員の方の研

修というのはどうしても必要じゃないかと私は思うんですけども、１万５，０００円どころかも

っと桁を上げて研修してもらってもいいんじゃないかと思うんですけども、どうしてこういうも

のが削られるんでしょうか。教育委員会会議の会議録を見て、そう思いますけども、いかがでし

ょうか。 

○大岩教育振興課長 こちらの負担金なんですけども、隔年で実施されております中国地区の市

町村教育委員会連合研修会の会費が令和２年度はございませんので皆減となっております。 

○中西委員 どこにもその教育委員会の委員の方の研修費がないんですよね。やはり研修会を持

つような機会を持たないと教育委員会会議の会議録を見る限り、研修が必要なんじゃないんかと

思うんですけども、いかがでしょうか。 

○大岩教育振興課長 教育委員さんの研修会になるんですけども、その上の旅費のところでござ

います。こちらの費用弁償になるんですけど、東京の文部科学省の研修であるとか市町村の委員

会研修での総会連絡会出席ということで旅費は組まさせていただいておりますけども、その研修

会の負担金ということでは発生しておりませんので、負担金補助のところには計上がございませ
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ん。 

○中西委員 もう少し研修費用はかけてあげるということは考えないんでしょうか。 

○大岩教育振興課長 研修会につきましては、予定等聞きながら教育委員様に出席していただい

ておりますので、行かれるということになればその辺は考慮していきたいと思います。 

○中西委員 ぜひたくさん研修に行っていただきたいということを教育委員の皆さんにお伝えく

ださい。 

○中西委員 続きまして、１６５ページの報酬、会計年度任用職員報酬の中で、この中で運転手

の人は何人おられるんでしょうか。 

○大岩教育振興課長 ２４名でございます。 

○中西委員 その２４人の運転手の方は、何のお仕事をしておられるんでしょうか。 

○大岩教育振興課長 運転業務でございます。 

○中西委員 運転も市役所から病院まで行くという運転手もいるかもわかりませんけども、この

運転手はどのような業務に携わっている方なんでしょうか。 

○大岩教育振興課長 スクールバスの登下校の運転業務でございます。あと遠足、校外学習の特

別便とかの運転でございます。 

○中西委員 ありがとうございます。 

 続きまして、同じ１６５ページの委託料のところで計画策定業務委託料１，０９３万４，００

０円が計上されていますけども、これは何の計画の策定業務委託料になるんでしょうか。 

○大岩教育振興課長 先ほど申し述べましたけども、小学校１０校、中学校５校、共同調理場４

校の個別作成計画の策定委託料でございます。 

○中西委員 その下の１４番の使用料及び賃借料のところで、昨年度はテレビというのがここあ

ったんですけども、今回はないんですけども、教育委員会にはテレビがないんでしょうか。 

○大岩教育振興課長 このたびは片上分庁舎からこちらに来ましたので、今年度は庁舎の施設管

理のほうで一括計上してくださっているので教育委員会としての負担はございません。 

○藪内委員 １７１ページ、学校建設費、１３節委託料、１５節工事請負費２７５万円と１億

４，９４９万円、伊里小のプールだと思いますが、どういう工事なんでしょうか。 

○大岩教育振興課長 伊里小学校のプールが築４２年経過しておりますので、全面的な改修工事

でございます。建てかえというんですか、全部の工事でございます。取り壊して新しいものをつ

くるということでございます。 

○藪内委員 この工事によって、何年ぐらいの長寿命化が図られるんでしょうか。 

○大岩教育振興課長 耐用年数はちょっと構造的なものもあるんですけども、今は伊里小学校は

築４２年経過しておりますので、使える限り使うことは可能だと思います。 

○掛谷委員 関連ですけども、伊部小学校プールが終わって伊里小学校プールを更新すると、こ

れで小学校のプールの改修というか、更新というのは終わりですか。 
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○大岩教育振興課長 まだ古いプールはあるんですけども、大きな修繕とかは今のところ発生し

ておりませんので、今のところは考えておりません。 

 ただ、古いプールもありますんで、今後例えば香登、片上とかはかなり建築年数たっておりま

すんで、将来的には改修が必要になってくるかとも思います。 

○掛谷委員 大規模にやっているところが終わったと、。あと小学校はどこが残っているんです

か。 

○大岩教育振興課長 プールにつきましては、毎年どこか修繕しておりますんで、改修工事もか

なりしているんですけども、伊里小と伊部小学校プールにつきましては、伊里小はもう耐震がな

いような擁壁がブロックなんで、それで改修をこのたび決定いたしました。伊里小学校につきま

しては幹線道路にあるということで、ブロック塀もあわせて改修させていただきました。あと残

るところで古いところは香登小、片上小学校とかが考えられるかと思います。 

○尾川委員 当初予算参考資料の８２ページで、片上小学校の給食調理場の廃止に伴う改修工事

設計業務を委託するということで、ちょっとそのあたりの経緯というんか、話を教えてもろうた

らと思うんですが。 

○大岩教育振興課長 片上小学校の調理場につきましては、築３０年経過しておりまして、修繕

が今後かなり必要になってくると考えております。このたび伊里共同調理場と日生共同調理場

の、伊里共調は炊飯システムと給湯システム、日生共同調理場につきましては給湯システムとい

うことで総額で伊里が６，２００万円、日生が２，５００万円の更新費用を計上させていただい

ております。それで、生徒数がやはり減ってきておりますんで、今後給食の調理数に余剰が生じ

てきているのが現状でございます。片上小学校につきましては、今のところ約１３５人の児童の

給食を調理しておりますが、今後５年内輪あるいは１０年内輪で１００人を切っていくような推

計でございます。あと調理場の栄養士の先生は、片上調理場につきましては市費で賄っておりま

す。共同調理場につきましては県からの県費の職員で賄っていただけるんですけど、そういった

ところで片上調理場につきましては市費の持ち出し分ということで１食当たりの経費がかさんで

きております。そういったところで、今後片上調理場の更新はまず考えられないであろうという

ことで教育委員会議あるいは財政サイドとの協議をしてまいって、このたびの予算計上というこ

とになりました。 

○尾川委員 これも生徒数減って費用のことを言われるとある面弱いところがあるんですけど、

西岡市長も英断でここまで来たという評価があるんですけど、これは意見みたいなもんなんです

けど、私はやはり自校式を継続すべきだという考え方持っております。他の自治体もそりゃセン

ター方式や親子方式、自校式、いろんな方式があるんですけど、やはり他の自治体は給食という

のは子供たちの一番の楽しみで食育というのは重要性ということで今言う６００円、３００円と

いうて費用の問題を言われるんですけど、そういうコスト削減ばっかし教育のまち備前を標榜し

とる以上はコスト削減するんなら、もう極端に言うたら外食産業にお願いすりゃもっともっとコ
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スト下がってくると思うんですけど、食育という重要性を考えたときに何とかキープしてほしい

なと。給食センターも今言う２，５００万円、１，２００万円という金がかかるわけですから、

老朽化が進むわけで、いつかは、そんなことを思いながら全体的に食育ということから自校式、

備前中学校の給食もいつの間にかセンター方式に変わって、あそこらあたりだったら伊部小学

校、あるいはこども園というふうなのを親子方式とかというふうなことを選択できなんだかなと

思っておりまして、教育の中の一環の、命の教育という食育の面から教育委員会の関係者はいろ

んな面で認識持って施策をやってほしいなというふうな感じでちょっと意見を申し上げさせても

らいました。 

○森本委員 １６５ページの委託料の一番下の実践研究委託料なんですけど、令和２年度が最終

年度だと記憶しているんですけど、よかったでしょうか。 

○大岩教育振興課長 令和３年度が最終年度でございます。 

○森本委員 私がちょっと勘違いしているんですが、令和３年度が最終年度でしたら、検証はい

つぐらいに入って、いつごろまとめられるのか、それだけ教えてください。 

○大岩教育振興課長 一応初期投資の１年間を除きまして、５年間でこの委託事業させていただ

いておりますけども、毎年ベネッセからは事業の検証の調査結果をいただいております。５年も

令和３年度が最終年ということで、令和２年、令和３年度を通じて最終的な今後の継続等につき

ましては決定していきたいなと考えております。 

○中西委員 １６７ページの教育費の小学校費、学校管理費、会計年度任用職員報酬ですけど

も、この内訳について教えていただけますでしょうか。 

○朝倉学校教育課長 ３名予定しています。それから、市費の非常勤講師で特別支援教育という

ことで６名、市費の非常勤講師で専科指導で４名、市費の非常勤講師で特別支援教室、これは取

り出し指導になりますが１名です。それから、教育支援員で特別支援教育の教育支援員が７名、

教育支援員で教師業務支援が１０名、それから小１グッドスタート、これ小学校１年生に配置す

るものですが２名、登校支援員、これは先ほど３名と申しましたが、予算取りの場合は１名分を

２人で分けてされるという学校がありましたので、一応４名予定をしております。それから、図

書館司書が１０名ということになっております。 

○大岩教育振興課長 そのうちの１，２３４万５，０００円につきましては、小学校の用務員の

パート７名を計上させていただいております。 

○中西委員 ありがとうございます。 

 続きまして、１６９ページ、旅費、費用弁償なんですけど、昨年はここに１９万７，０００円

の旅費がありましたけど、ことしはその旅費がないんですけども、これはどうしてでしょうか。 

○大岩教育振興課長 旅費につきましては、会計年度任用職員に伴いまして、その上の費用弁償

というところに先ほどのパート職員の通勤手当分がそのうちの１４５万４，０００円含まれてお

ります。 
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○朝倉学校教育課長 残りにつきましては、先ほどの会計年度任用職員の学校教育課分の費用弁

償となります。 

○中西委員 その下の１６９ページの小学校の需用費の消耗品費、これが昨年度の予算では１，

５３９万３，０００円、これが倍以上にふえているんで、理由をお聞かせ願いたいと思います。 

○朝倉学校教育課長 先ほどお話をさせていただきました多くは小学校の学習指導要領の改訂に

伴う教師用指導書、教科書が１，８５７万８，７３０円、それから先ほどお話しいたしました備

前市の社会科副読本が２１６万４，８００円、これが大きな増の原因であります。 

○尾川委員 １７１ページの備品購入費の図書費について、財源というか、少しずつ下がってき

ょんですけど、小学校にしても中学校にしても何か考えはあるんですか。 

○大岩教育振興課長 毎回同じことを答えさせていただくんですけども、図書費につきましては

クラス数と生徒数、児童数で普通交付税の需要額を算定に予算を組まさせていただいておりま

す。 

 ただ、うちの場合図書館司書を全校配置しておりますので、それで例えばどうしてもこういっ

た図書が足りないであるとか、蔵書数は全て標準を満たしているんですけども、こういった本が

絶対必要なんだとかというところは特別枠ということでお聞きするようには夏ごろからずっと予

算収集はさせていただいておりますけど、今のところそういった要望等がないので、今のところ

普通交付税の算定基礎のそのとおりの数字を計上させていただいております。 

○尾川委員 いつも質問させてもらよんですけど、特に今回はあさイチのＮＨＫに総合テレビで

余りよそのええと言わんでもえんじゃけど、平川という広島県の教育長で、横浜の中学校の校長

しょうた人なんですけど、図書室というもんに学校改革というか、着目していかにしてその学校

を変えるには図書室じゃというふうな意識で取り組んできたというのがホームページにも出てき

とるけど、一度ＮＨＫもかなり反応があったですわ。今言う文科省が言ようる数がどうのこうの

というよりも古い本を数に上げたら一緒なんじゃから、もっとどんどん子供のためにやっぱり学

校給食と同じで何か教育のまち備前なら論語読むのも一つの考えなんですけど、そういうことに

力を入れて育てるという気持ちに担当者の人になってもらいたいなと思うんで、紹介方々この質

問させてもらよんですけど、何か答弁があったらお願いします。 

○大岩教育振興課長 図書館の書籍の充実につきましては、校長会を通じていろいろ聞いており

ますし、図書館司書を通じて今後とも情報収集には努めてまいりたいと考えております。 

○尾川委員 要するに私言いたいのは、ユニークな人材を育ててほしいと思うんですよ。あの場

合は校長ですけど、司書が頑張って本当備前市、司書を全校配置しとるというのは貴重なんです

よ。その辺も評価しながら、やっぱりもっとどういうんか、任せて育てて新しい学校づくりをし

てもらいたいと思うんですけどな。 

○田原教育部長 図書の充実というのは、人間形成にとって非常に大切なことだと考えておりま

す。司書の方々にもちろん活躍していただきたいと思っていますし、学校の図書と図書館司書と
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の意見交換等も踏まえて子供に対しての読書の大切さ、そういったものを十分と学校を通じて図

書館を通じて発信していきたいと思います。 

○中西委員 １７１ページ、中学校費の学校管理費の会計年度任用職員の内訳についてお教え願

いたいと思います。 

○朝倉学校教育課長 また、人数でお話をさせていただきます。 

 学校教育課分ですが、免許を持った非常勤講師の採用が１１名、教科指導で１名、特別支援で

２名、少人数指導で４名、以上です。それから、教育支援員で特別支援で１名、教師業務支援で

５名、部活動支援で県で申請しておりますものが７名、同じく部活動支援で市で配置しようと考

えておりますものが３名、それから教育支援センターの指導員の報酬で２名、それから生徒指導

支援員で２名、図書館司書が５名、以上であります。 

○大岩教育振興課長 教育振興課分でございますが、そのうちの１，０２３万１，０００円が事

務員１名、用務員が５名でございます。 

○中西委員 ありがとうございます。１７１ページの報償費で講師謝礼というのが去年は７万円

で組んでおられましたけど、ことしは５６万円予算を組んでおられます。何かこれ意味があるん

だろうと思うんで、理由をお聞かせ願いたいと思います。 

○朝倉学校教育課長 昨年度はスクールカウンセラーを市で特定の人を雇用して配置しておりま

したが、県でスクールカウンセラーが今全校配置になっている状況があります。 

 ただ、県の全校配置については薄まきになっておって、時間数の不足等もございますので、そ

れを補うために報償費に変えて来年度、同じ時間数を予算計上しております。これによりまして

従来市で雇用しておりましたスクールカウンセラーにもお願いできますし、県で配置されている

スクールカウンセラーに県の予算に追加して市で独自にお願いすることもできるということにな

りますので、子供たちへの指導の充実ということにつながるということで、今回そちらへ変えさ

せていただいております。 

○中西委員 これは人数で聞くのがいいんでしょうか、それとも時間数で聞くのがいいんでしょ

うか。どのくらいのものをカバーしておられるか、お聞かせ願えればと思います。 

○朝倉学校教育課長 予算積算上では１時間当たり、交通費が出ませんので、それも含めまして

５，０００円掛ける１回当たり２時間で５０回ということで計算をしておりますが、必要に応じ

て１時間であるとか３時間という使い方も可能かと思っております。 

○中西委員 １７３ページ、委託料ですけども、ここで昇降機保守管理委託料が昨年度が３５万

２，０００円、ことしは３３万円、わずか２万２，０００円ですけども下がっていると。普通こ

ういうものが下がるというのは余り委託料で考えられないんで、理由をお聞かせ願いたいと思い

ます。 

○大岩教育振興課長 備前中の階段昇降車の２万４，８４０円が伊部小に行っておりますんで、

その分伊部小の分がふえていると思います。 
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○中西委員 ちょっとよくわからんのんですけども、昇降機の保守委託料で備前中が減って伊部

小がふえているという、物が備前中から伊部に移ったわけですか。 

○大岩教育振興課長 足の悪い生徒さんがおられたときに備前中でその階段昇降機をつけていた

んですけども、そちらを伊部小に持っていったということでございます。ですから、中学校が減

って小学校がふえたと、振替になっております。 

○石原委員 １６、教育総務費の中の教育研修所費の１９節ですけれども、特色ある学校づくり

補助金について御説明いただきたいと思います。 

○朝倉学校教育課長 それぞれの小・中学校のふるさと学習、備前市に関する学習を支援するも

のです。基本的には、総合的な学習の時間等で行われている活動に対しての補助ということにな

ります。 

○石原委員 それから、小・中学校の教育振興費に絡んでくるんでしょうけども、きょういただ

いているこの資料にいろんな小・中学校の備品購入費が出ておりまして、わざわざ何か学校園事

業というような事業名がついとんですけど、こちらの事業というのはどういう目的というか。 

○大岩教育振興課長 頑張る学校応援事業ということで基金を原資に以前から小・中学校に１０

０万円ずつ基金を積み上げて、そちらのほうから取り崩して各小・中学校、高校も含めまして使

っていただいております。今まだ１００万円の残高があります小・中学校、高校につきまして、

このたび学校が要望する子供たちの環境整備であるとか有効な事業にその基金を取り崩して使用

させていただいております。 

○石原委員 １００万円ずつの範囲内でということなんですけど、拝見しようたら何かごちゃご

ちゃというんか、通常の備品購入費の扱いと学校から要望がこういう形で上がってきてコートの

整備とかストーブ買いますとか扇風機買いますとかになっとんで、１００万円までなんでえんで

しょうけど、そういう印象ちょっと持ちましたんで、それちょっと意見で。 

 それから、１７９ページ、社会教育費の中の社会教育総務費で８節報償費で成人式記念品とい

うんがあるんですけど、こちらは何名の見込みでどのような品物を予定されとんのか。 

○竹林社会教育課長 成人式の記念品代としまして、人数としましては３００人程度を予定して

おります。金額が１，０００円相当ということで、今年度も記念品で備前焼の孔子像を贈らせて

いただいております。そちら３０年度から３カ年ということで計画しておりますので、来年度も

同様のものを予定しております。 

○石原委員 孔子像、若者にとって大変好評なんですか。 

○竹林社会教育課長 お子さんの声じかに聞いたことはないんですけど、親御さんとかでしたら

なかなか好評もあるかなというところでは聞いております。 

○石原委員 しっかりお祝いしてあげてください。 

 それから、１８１ページの公民館費、１５節工事請負費のところで市民センター改修工事で、

たしか玄関周りのタイルであったり屋上の防水工事ということなんですけども、その内訳のよう
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なものがわかれば。 

○竹林社会教育課長 市民センターにつきましては玄関ホール、玄関へ入る部分の外側の部分に

なりますが、こちらのタイルが剥がれたりという状態になっておりますので、こちらのほうの改

修が１，１７７万円予定しております。あと屋上の防水工事が９６５万４，０００円程度を予定

しております。 

○石原委員 どちらの施設も本当に屋上の防水工事というのが本当に大きな課題になるかと思う

んですけれども、今回まあまあ約１，０００万円足らずですけど、９６５万円ということで市民

センターができてからこれぐらいの規模の防水工事というのは初めてなんでしょうか。過去に防

水工事等行われたようなことはどんなでしょうか。 

○竹林社会教育課長 はっきりしたことはちょっとわかりませんが、今回も今までに部分的にや

り残した部分をということで実施の予定をしております。過去には、部分的には防水工事は順次

実施しているものと思われます。 

○石原委員 その上の施設整備工事なんですけれども、三石出張所分も含まれてということなん

ですけど、解体費用も含まれてとのことですが、そちら解体に当たってその今の施設にアスベス

トが含有されておるかどうかというのは調査費用も含まれているんでしょうか。 

○竹林社会教育課長 本年度実施設計をやっておりますけども、その中ではそういった報告は受

けておりません。来年度計上していますのは、工事に係る設計の管理部分の経費となります。 

○石原委員 昭和４０年代の建築物とのことですが、図面でわかるんか、状況把握をどういう形

でなされるんかわからんですけど、現時点ではじゃ、調査はどう捉えているんですか。考えてな

いという捉えでええですか。もう既に把握しとるという捉えでええですか。 

○竹林社会教育課長 恐らく過去にはそういった調査もあったかと思います。そういったアスベ

ストという報告は受けておりませんので、ないものと認識しております。 

○掛谷委員 １８５ページ、１９の負担金補助及び交付金、論語かるた大会実行委員の補助金７

０万円があって、これはいろんな旧閑谷学校創学３５０年記念事業、これが別冊の重点施策の概

要の中入っていると。７０万円があるんですけども、ここに関連していろんな事業があるんで、

どこがどうなんかなかなかわかりづらいんで、このところの３５０年記念事業とあわせてどこに

どういうふうな委託されてるんか、説明を願いたい。まず論語かるた大会７０万円、備前市の閑

谷学校で日本博参画事業か、これは一体どういうところに参画するのかということと、論語かる

たの増刷というのは今あるものを何部増刷されるんか、それから同じく下の備前伝統芸能事業、

これも日本博、１５０万円、同じところでしょうけど、どういったものを伝統芸能として参画す

るのか、あと日本遺産の活用事業、これはたしか前のページにあったと思いますけども、このと

ころの何をするのかというところを御説明をお願いします。 

○田原教育部長 旧閑谷学校創学３５０年記念事業ということで、先ほど委員がおっしゃいまし

たような事業を実施していく予定にしております。 
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 まず、論語かるた大会ですが、今年度についてはプレ大会ということでやる予定にしておりま

したが、新型コロナウイルスの関係でやむなく中止をさせていただきました。その分の本大会と

いいますか、それを７０万円で実施ということで、決勝大会を旧閑谷学校の講堂で実施するよう

な計画にしております。それと、論語かるたの増刷でございますが、印刷製本として１８８万

８，０００円を計上しております。こちらについては１，３００冊セットを計画しております。

備前伝統芸能事業というのが日本博参画事業として実施するわけなんでございますが、こちらの

ほうは昨年度実施しました旧閑谷学校で備前市の音楽家である藪井佑介さんと日本の伝統芸能と

いうことで地元の伝統芸能の方とコラボして実施したんですが、それを新たにバージョンアップ

したような形でそれと類似したような形で実施していきたいと考えております。 

 また、日本遺産活用事業補助金の交付ですが、こちらについては閑谷学校で実施する旧閑谷学

校の活性化とあとは備前焼の振興と、２つの事業を備えたようなイベントについての補助を日本

遺産の活用事業ということで考えております。交付は２００万円としておりますが、１件当たり

１００万円の限度額で実施したいと考えております。 

○掛谷委員 一番最後のところですけど、日本遺産の活用事業、閑谷学校の関係と備前焼振興の

イベント１００万円、もう少し詳しくお教えしてください。 

○田原教育部長 こちらにつきましては、イメージとすれば今年度まで閑谷学校で行われたアー

トイベントがあったと思います。ああいった形で閑谷学校と備前焼の振興、これを２つ兼ね備え

たような振興をダブルで実施できるような、そういった日本遺産をＰＲしていくような事業を一

般の方から公募をして実施していくというような考えでございます。 

○掛谷委員 もう一個、日本博参画事業というのがこれ括弧づけになっているんですけど、これ

はどういう意味合いなんでしょうか。 

○田原教育部長 こちらのほうは、文化庁が行います日本博という補助事業がございます。昨年

度につきましてはこちらの地区、岡山県の倉敷とか岡山、そういったところを対象にした事業が

行われております。また、閑谷学校で実施した音楽と伝統芸能のコラボ事業、こちらについても

参画事業ということで参加をしております。そういった取り組みを行う民間団体がございます

が、こちらのほうが国から支援をいただきまして事業を実施いたします。そういった民間団体と

協働して行うような事業を実施したいと考えております。 

○尾川委員 関連で、備前伝統芸能事業で例えばその今説明があった以外に獅子舞を追加してき

とんですけど、そういったものを育成するというか、やってもらうと、継承するとかというふう

な考え方はないんですか。 

○田原教育部長 本年度につきましても日生の獅子舞に出演していただいて、コラボレーション

をさせていただいています。来年度についてもそういったスケジュールの関係がありますので、

どこの団体というようなことはまだわかりませんが、そういった形で参加していただける団体に

はお声かけをしたいと思います。また、県のほうでもその伝統芸能事業ということで同様な事業
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をする計画があるように聞いております。そういった中で、獅子舞等を検討されていると聞いて

おります。 

○尾川委員 御存じだと思うんですけど、三石の獅子舞と、それから吉永の獅子舞もあるんです

よ、結構いいのが。その点も声をかけていってもらいたいなということ。それからもう一つ、瀬

戸内芸術祭との絡みというのは時期的な問題もあるんか、仲間へ入れてもらえんのか、その辺の

考え方というのをこれからの問題発展させるための閑谷学校で瀬戸内芸術祭の直島を中心にある

んですけど、そういうふうな考え方というのはもう全然ないんですか。 

○田原教育部長 昨年度でしたか、一昨年度でしたか、瀬戸内芸術祭が行われたときには市内の

文化施設を参画施設ということで協力をさせていただいております。瀬戸内芸術祭そのものにつ

いての参加というのはやはり負担金であるとか、そういったこともございますので、ここでやり

ますというようなこともちょっと言いかねるんですが、以前に参画させてもらえないかというよ

うなお話をしたというようなことも聞いています。 

 そのときには今となってちょっと無理でしょうというようなことでお断りをされたというよう

なことも聞いていますので、その辺の事情もちょっと調べてみまして実際に可能であるのかどう

かといったことについては今後研究してみたいと思います。 

○中西委員 １７７ページ、社会教育費、社会教育総務費の報酬で会計年度任用職員報酬、どう

いったような職員がおられるのか、お聞かせ願いたい。何人おられるんか。 

○竹林社会教育課長 こちらの会計年度任用職員につきましては、社会教育指導員さんの報酬と

なります。人数はお一人でございます。 

○中西委員 １７９ページ、公民館費の報酬で会計年度任用職員報酬というのがあります。これ

はどういう職種で何人おられるんでしょうか。 

○竹林社会教育課長 こちらの報酬につきましては、まず中央公民館の事務補助員が１名、地区

公民館の館長の報酬が６名、主事の報酬が７名、あと日生の用務員がお二人、吉永の館長さんが

お一人、あと地域公民館になりますけども、日生の用務員さんが１名、吉永の事務補助員さんが

１名となります。 

○中西委員 １８３ページ、図書館費の報酬で会計年度任用職員報酬、どういう仕事で何人おら

れるんでしょうか。 

○竹林社会教育課長 こちらにつきましては、図書館の本館及び日生、吉永の分館になりますけ

ども、図書館の司書さんがお二人、事務補助員さんがお二人の計４名でございます。 

○中西委員 続きまして１８５ページ、文化施設費の報酬で会計年度任用職員報酬、ここはどん

な人たちが何人おられますか。 

○田原教育部長 備前焼ミュージアムに４名、加子浦歴史文化館に２名、歴史民俗資料館に２

名、埋蔵文化管理センターに６名でございます。 

○中西委員 この中で、学芸員の資格を持っているのは何人おられるんでしょうか。 
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○橋本委員長 暫時休憩いたします。 

              午後６時２０分 休憩 

              午後６時２１分 再開 

○橋本委員長 委員会を再開いたします。 

○田原教育部長 ミュージアムに２名、歴史民俗資料館に２名、加子浦歴史文化館に１名、埋蔵

文化管理センターに１名でございます。 

○中西委員 １８７ページ、委託料で企画展委託料というのがあります。これは昨年度から見る

と大きく減額にはなっているんですけど、それぞれの企画の中身によって金額が違ってくるもの

だと思います。去年は恐らく、こま犬だったかなと思うんですけども、ことしはこの３３０万円

というのはどういった企画をされるんでしょうか。 

○田原教育部長 令和２年度の企画展でございますが、令和２年度の新収蔵作品展、あと特別展

として池田家ゆかりの焼き物展示、それと企画展として備前花入れ企画展と令和２年度に収蔵し

たものの企画展、これを計画しております。 

○中西委員 令和２年度に企画する収蔵品というのは、どういったものを収蔵されるんでしょう

か。 

○田原教育部長 令和２年度中に寄附等で新たに収蔵された作品を紹介する予定でございます。

それと、先ほど言い漏らしましたが、企画展として藤原審爾展をやる予定にしております。 

○中西委員 １９１ページ、保健体育費の旅費なんですけども、昨年度の１３万５，０００円、

ことしは６７万円に大きく上がっていますので、これは何かオリンピックでも見学に行かれるん

かと思ったんですけども、どんなことなんでしょう。 

○竹林社会教育課長 こちらの旅費につきましては、来年度Ｂ＆Ｇ関係の指導者の養成研修のほ

うへ１名実施したいということで計上させていただいております。 

○中西委員 何の指導養成をされるんでしょうか。それから、旅費からすると昨年度から見て今

年度差っ引いてみると５０万円ぐらいの旅費ですけども、どこか海外でも行かれるんでしょう

か。 

○竹林社会教育課長 主に海洋センターをＢ＆Ｇが保有しております。その関係で、夏場ですと

海洋クラブ等でのカヌーの指導等行っております。その辺も含めまして、指導者としての養成と

いうことなんですけども、こちらの研修のほうが沖縄で例年実施されておりまして、そちらへ４

０日程度ということで実施をされております。 

○中西委員 Ｂ＆Ｇは沖縄に研修センター持っておられると、地方の自治体からもたくさんそこ

に研修に行っておられるということですけども、これは備前市で行かれるのは職員なんでしょう

か。それとも、スポーツ団体なんでしょうか。何人ぐらい行かれるんでしょうか。４０日間も泊

まるとなると、それなりの経費がかかってくると思うんですけども、その経費というのはどこに

あと予算上は計上されているんでしょうか。 
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○竹林社会教育課長 こちらは、一応市の職員を想定しております。あとこちらの関連の経費で

いいますと講習のかかわる教材費が消耗品のほうで６万２，０００円ほどプラスで計上させてい

ただいております。 

○中西委員 職員は１名と考えてよろしいでしょうか。あわせてその４０日間泊まると３食、２

食でも済むという人もいますけども、そういうセンターで受けるとやっぱりそこの３食は食べな

いといけない、宿泊料もかかるでしょうし、それは全く無料なんでしょうか。 

○竹林社会教育課長 こちらで基本的な宿泊費、旅費、日当等を旅費のほうに計上させていただ

いております。 

○橋本委員長 旅費に全部含まれると。 

○中西委員 １９３ページ、学校給食費の報酬、会計年度任用職員報酬で職種と人数を教えてい

ただきたいと思います。 

○大岩教育振興課長 事務員が４名、調理員が３１名、給食運搬車の運転員が６名でございま

す。 

○中西委員 １９３ページの需用費、修繕料ですけども、築後３０年も進んでいる老朽化してい

る片上小学校の自校調理場ということですけど、私も見させてはもらうんですけども、エアコン

がないところなんですね。夏は大変暑いだろうなと思いました。 

 ただ、それ以外のところでは機械もそれなりに動いているんで、老朽化というところなんです

けど、とりわけて何かこう修理をしたりするところはないような感じが私はするんですけども、

いかがなんでしょうか。 

○大岩教育振興課長 水道の修繕が今応急的な処置をしておりますけども、これをやりかえると

なるとかなりの金額が要ると聞いております。 

○中西委員 たしか水道の工事というのは外回りへ出ている管ですよね、建物の外へね。あれは

幾らぐらいかかるんでしょうか、もしやりかえるとなると。 

○大岩教育振興課長 外回りでなくて、壁の中の配管で、その当時見積もったのが２００万円と

お聞きしております。 

○中西委員 尾川委員もおっしゃられましたけども、教育のまち備前を誇る教育委員会の皆さん

ですから、やっぱし自校方式を持っているというのがいかにすぐれたものかというのはいろんな

給食場の事故の問題でも自校方式のほうがいいと、それから食材も特に片上小学校なんかの場合

には地元の方たちが持っていくといういろんなことをしておられて、全体に調理も少なくておい

しいと、単価は確かに高いかもわからないけども、いい給食の一つの典型じゃないかと、そうい

うものがなくなっていくというのは本当に寂しい話だと思います。備前の教育はいろいろ建物と

か新しくなって、やっていることはすごい立派だということに市外の皆さん方は感心されるんで

すけども、あわせて今度小学校の自校式がなくなるんですと言うと、それは残念ですねという声

が私はよく聞くんですけど、その教育というのをそういう単価計算あるいは財政的な問題だけで
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見ていいものかどうかというのは教育委員会はどうお考えになられるんでしょうか。 

○田原教育部長 おっしゃられることは、よくわかります。ただ、その教育委員会としては食育

もしっかりその場所でできると、それと備前中学校、片上小学校、その自校調理でない学校と同

じ給食を食べていただけないでしょうかということでございます。 

 ただ、やはりその施設を改修ということになりますとかなりの費用がかかってまいりますの

で、このあたりは御理解をいただくしかないかなと考えております。 

○中西委員 あわせて、もしそういう伊里の共同調理場から運ぶということであれば、関係者の

皆さんやＰＴＡの皆さん、地元も含めて丁寧な説明を私は求めておきたいと思います。 

○田原教育部長 委員のおっしゃられることを、また考えてみたいと思います。 

○中西委員 やっぱり管理者である校長にそういうふうにしますよ、あるいは栄養士さんにそう

しますよということでなくて、それを利用される方が主人公ですから、メーンですから、その方

たちに説明をきちっとしておくというのは教育委員会は私は説明責任を全うするもんだというよ

うに思うんです。これはぜひ検討じゃなくてやっていただきたいと思います。 

○川崎委員 １９３ページの工事請負費１，５９８万円、参考資料を見ますと総合運動公園電気

設備改修、日生温水プールボイラー改修、総合運動公園体育館トイレ改修で１，５００万円にな

っています。それぞれの内訳金額を説明お願いします。 

○竹林社会教育課長 まず、久々井の総合運動公園ですけども、体育館のトイレ改修工事が１７

２万７，０００円、それから高圧ケーブルの改修工事が５１３万７，０００円、それから日生の

温水プール改修工事が８２３万４，０００円となっております。 

○掛谷委員 トイレというんが運動公園の何基を改修されるのでしょうか。１階と２階があった

かな。 

○竹林社会教育課長 予定していますのは、体育館の１階部分の男子トイレ１カ所、女子トイレ

２カ所、それから障害者用のものについて１カ所となっております。 

○掛谷委員 日生の温水プールが、改修工事なので８２３万４，０００円ですか、壊れているわ

けではないとは思うんです、動いているんですけども、改修の中身についてちょっとどういうと

ころがふぐあいなのか、もう古いからなのか、ちょっと教えてください。 

○竹林社会教育課長 ボイラーですけども、最近なんですけど動作不良といいますか、真空式ボ

イラーということなんですけども、真空不良ということで燃焼が十分できないとか、配管のやり

かえも一部含まれていまして、配管の老朽化部分の取りかえということも含まれております。 

○掛谷委員 修繕でいけるという算段でしょう。これを全部やりかえるといったら、そういう時

期にないかと思いますけども、いずれそういう時期が来るんだと思います。この温水プールボイ

ラーを全部やりかえるというふうになったら二、三千万円要るようなものですか。もっと高いん

ですかね。 

○竹林社会教育課長 今回この予算計上するに当たりまして、同様の施設をもうごっそり変えた
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場合の見積もりというのも参考にいただいておりますけども、その金額が１，６００万円程度と

いうことでお伺いしております。 

○青山委員 １８９ページの教育費、保健体育費、保健体育総務費の報酬のところです。スポー

ツ推進審議会委員の報酬が昨年よりも３倍ほどになっとんですけど、１５万６，０００円という

たらわずかなもんかもしれませんけど、どういう理由なんでしょうか。 

○竹林社会教育課長 こちらにつきましては、来年度計画しておりますスポーツ基本計画の策定

に伴いまして年３回程度を予定させていただいた予算となっております。 

○青山委員 １回で５万２，０００円と考えていいですか。 

○竹林社会教育課長 はい、１回分でございます。 

○星野委員 ページはわかりません。来年度教育用タブレットの更新を考えているということだ

ったんですが、この予算の中にその金額が見当たらないんですが、それはどういうことでしょう

か。 

○大岩教育振興課長 国のほうで１２月に突然でしたかね、首相発言がありまして、見積金額と

かが当初予算までに間に合わなかったというのが１点と、国のほうが補正でもよろしいというこ

とでお聞きしておりましたんで、もしするとなれば令和２年度の補正予算でということで考えて

おります。 

○星野委員 何月ごろの補正予算で計上予定でしょうか。 

○大岩教育振興課長 財政サイドとの協議もありますし、今その補助の金額が若干減ってきてい

るという情報がありますんで、当初は小・中全部のタブレット更新を考えて国と協議していたん

ですけど、それが例えば５年生、６年生、中学校１年生であるとか、国のほうがその学年を今切

ってきているような状況が発生しておりますんで、その辺も考慮しながら整備期間については考

えてまいりたいと思います。 

 ただ、その１年間で実際できる工事かといえば、全国の市町村がもしした場合、工事業者であ

るとかＬＡＮケーブルの配線工事業者はそんなにいませんので、そういったところで必ず業者が

不足してくるということになりますので、繰り越しも考え、最初から繰り越しするとは国には言

えませんけども、かなりのタイトなスケジュールにはなってくるのかなとは考えております。 

○星野委員 これ単年の事業じゃないですよね。令和５年までに整備してくださいという通達な

んかなかったかと思うんですが。 

○大岩教育振興課長 うちの場合は単年で考えて、単年でいかないと今リースで５年で分割して

いった場合、その最初の投資額をカウントするということで国のほうからお聞きしておりますん

で、リースで５分割されますと残りの部分が算入されませんので、リース契約じゃなくてレンタ

ルで一括というような格好で考えております。 

○石原委員 １９１ページ、保健体育費の中の体育施設費、１３節委託料の一番下ですが、体育

施設指定管理料、大変大きな金額で毎年指定管理されとんですけど、昨年と比べてみますと約３
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００万円ほど減額になっとんかなという捉えでおるんですが、努力をされて下げられとんかとい

うところですけど、幅広く満遍なく指定管理料抑えられているのか、どこか特定の施設について

減じられているのか、そのあたりお教えいただければ。 

○竹林社会教育課長 変動の理由としましては、主に久々井の総合運動公園が大きいと思われま

す。その内容としましては、ことし使用料の改正等も行いました。そういった関係と、あと今年

度実施したカーボンマネジメント事業のほうで幾分光熱水費が抑えられるんではないかというよ

うな見込みの中で３４０万円ほどの減額を見込んでおります。 

○中西委員 １８１ページの公民館費の工事請負費のところで施設整備工事、蕃山の公民館の別

館のつくるというところの工事なんですけど、中に収蔵するのはレプリカとかを入れるというよ

うなことになって、どのくらいの文化財的な価値があるものなのかというのは私にはよくわから

ないんですけども、そういうものを収蔵したりする場合にやはり建物が耐火構造になっているか

どうか、木造の平家で一般的な消火、あるいは警報装置がついているというだけじゃなくて文化

財の場合の耐火構造の問題、あるいはそういうふうになっているかどうか。２点目は、そういう

大切なものを保管する金庫が耐火性の金庫があるのかどうなのか、例えばここの公民館で蕃山の

企画展をやったと、他の地方から大変価値のあるものを持ってきてお披露目をするという場合

に、恐らくそういうものがないとほかのところから持ってくることができない、あるいは県の重

要文化財だとかも恐らくそういうことがないと、それなりの設備が整ってないと、ここのところ

で展示することができないということが考えられると思うんですけども、この２点はどのように

設計がなっているんでしょうか。 

○田原教育部長 木造ということなんですが、防火の素材を使用して防火に対応していくという

ふうに考えております。また、大切な資料を展示する場合には、もちろん所有者の承諾というの

が必要になります。承諾をいただいて、その上で展示を行うと、もちろんその承諾をする上でそ

ういった木造の施設には貸し出しませんよというようなところがもしかするとあるかもしれませ

ん。そういったところの分については展示はできないかとは思いますが、本物を持たれている個

人所有の方、そういった方にはお話をして展示をさせていただくとか、あとは保険を掛けさせ

て、これは全てお借りするような文化財については保険を掛けるようにいたします。そういった

ところで対応する。それとセキュリティーについてもしっかりしていくと、そういった形で設計

のほうで考慮してまいりたいと考えております。 

○中西委員 つまり耐火金庫は持たないというふうに思っとけばいいですか。 

○田原教育部長 耐火金庫をどうするかということについては、設計の段階で検討していきたい

と思います。 

○中西委員 もし耐火金庫なんか設計するとなると、費用はもう全然桁が違ってくると思います

よ。 

○田原教育部長 物すごい大きなものはできないと考えております。 
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○中西委員 かつて歴史民俗資料館で木造の建物で、これは県の重要文化財を借りてきて展示を

してしまったと、大変県からお叱りを受けた、所有者の問題じゃなくてその文化的な価値の問題

で、そういうところには貸し出しをしてはならないというのがもう原則なんで、もしそういう立

派な企画展をしようと思った場合、恐らく熊沢蕃山先生ぐらいでしょうから、他の都道府県なん

かも立派なものを持っとられる可能性もあるんで、しかしそういうものがそろわないとそういう

企画展はまずできない。備前市で、そういう企画展ができるところは実はないということになっ

てしまう。法律のことは余り私も文化財の関係で詳しくはありませんけども、そのくらいのこと

は一般的な常識の中で知られていることで、同時に今まで備前市も大変お叱りを受けているとい

うことは御承知ではなかったかと思うんですが、これから設計の段階で考えるんですから、わ

あ、立派です。 

○橋本委員長 ほかにございますか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようでしたら、次に第３表債務負担行為に入ります。 

 別冊の予算書８ページ、所管別分類表の１ページをお開きください。 

 質疑のある方の挙手を願います。ありますか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようでございます。 

 最後に、全体で質疑漏れはございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 なしと認めます。 

 以上で議案第２号令和２年度備前市一般会計予算のうち教育部関係の全ての審査を終了しま

す。 

 以上で説明員の方にはここで御退室いただきますので、休憩。 

              午後６時４８分 休憩 

              午後６時５１分 再開 

○橋本委員長 委員会を再開いたします。 

 これより議案第１７号を採決いたします。 

 １７号ですから補正予算のほうです。 

 本案は可決することに御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、議案第１７号は可決されました。 

 以上で議案第１７号の審査を終了します。 

 次に、守井委員より修正案の提出希望の発言がありますので、暫時休憩をとります。 

              午後６時５２分 休憩 
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              午後７時０３分 再開 

○橋本委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会を再開します。 

 議案第２号につきましては守井委員から修正案が提出されております。 

 ただいまお配りした分でございますが、修正案の提出者の説明を求めます。 

○守井委員 それでは、修正案について御説明いたします。 

 議案第２号令和２年度備前市一般会計予算、歳出４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生

総務費で健康づくり拠点施設整備事業にかかわる予算で１３節委託料８，１９３万４，０００円

のうち、調査分析業務委託料１，５１８万円を削除し６，６７５万４，０００円とし、同関連事

業である９節旅費、普通旅費２６万８，０００円のうち９万８，０００円分、１４節使用料及び

賃借料、有料道路通行料１０万３，０００円のうち９万９，０００円分をそれぞれ削除し、合計

１，５３７万７，０００円を減額するものです。 

 次に、歳出１０款教育費、６項社会教育費、２目公民館費で熊沢蕃山顕彰事業にかかわる予算

で１３節委託料、工事設計監理委託料１，３５２万円のうち関連事業費３５２万円を削除し１，

０００万円とし、同じく１５節工事請負費、施設整備工事３億９，２１４万８，０００円のうち

関連事業費４，０００万円を削除し３億５，２１４万８，０００円とするものです。あわせて公

民館費４，３５２万円の事業費を削除するものです。 

 熊沢蕃山顕彰事業においての施設整備工事費４，０００万円のうち、米百俵基金を財源として

いるものが３，８５０万円であり、また工事設計監理委託料３５２万円も同米百俵基金を財源と

しています。あわせて削減額の米百俵基金からの繰り入れは４，２０２万円となっています。一

般財源は１５０万円であります。このことから両事業合わせて５，８８９万７，０００円削減す

るうち、米百俵基金を４，２０２万円削減し、残り１，６８７万７，０００円を予備費に振りか

えるものです。 

 以上が歳出でございます。 

 歳入については、２０款繰入金、２項基金繰入金、２目米百俵基金繰入金、１節米百俵基金繰

入金４，７２２万４，０００円を４，２０２万円削減し５２０万４，０００円とする。 

 これにより、予算総額を歳入歳出１９３億２９８万円に修正するものです。その他詳細は、別

紙一覧表をごらんいただきたいと思います。 

 続きまして、提案理由を申し上げます。 

 以下の理由により修正提案するものであります。 

 健康づくり拠点施設整備事業について昨年６月及び９月に提案され、いずれも否決されてお

り、今回はこれを踏まえて既存施設の機器、概要の把握、現在実施中の業務等の把握整理、今後

の事業実施手法の検討、市場調査、施設や備品の改修等に関する調査、今後の運営維持管理等の

経費算出などの調査、これらの調査委託との報告がありました。この中で来訪者の市場調査や入

り込み数の調査を行うのではなく、参加しようとしている運営に可能性のある事業者の調査を行
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うとのことであり、以前から指摘しているように来訪者などの調査とはなっていません。また、

今回の調査に既存施設の調査や現在実施中の業務なども調査を行うとあり、全く不要なものであ

ります。これらのことから、調査分析業務委託料１，５１８万円を認めることにはなりません。

関連の旅費通行料も同様であります。 

 次に、熊沢蕃山顕彰事業についてですが、熊沢蕃山顕彰事業において伊里公民館隣接地に伊里

公民館別棟整備事業として熊沢蕃山顕彰事業を実施しようとしています。熊沢蕃山氏の顕彰につ

きましては、地元伊里地区の皆様の熱心な活動により今日までさまざまな活動が行われているこ

とに敬意を払うところです。このたびこの熊沢蕃山顕彰事業において、市において事業化を図ろ

うとしているわけですが、市として事業化を図るのであれば地域の方も含めた全市的な対応が望

ましく、全市的に相談する会を設けるなどして進めるべきではと思います。教育委員会や国、県

とも相談しながら地元、そして市全域あるいは大学の先生も集まった場をつくり設置場所、規

模、設備など再度検討すべきではないかと思います。熊沢蕃山氏の顕彰事業には大いに賛同する

ものであり、将来にわたって市が関与し顕彰できる施設としたいものです。そのため、委託料３

５２万円及び工事請負費４，０００万円を削減するものです。他の３３０年関連記念事業につい

ては、修正を求めるものではありません。 

 以上、２事業についての修正提案を理由といたします。 

○橋本委員長 修正案提出者の説明が終わりました。 

 これより修正案の提出者に対する質疑を行います。 

 ありますか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑を打ち切りまして、御異議ありませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、修正案の提出者に対する質疑を終了いたします。 

 以上で議案第２号に対する全ての質疑を終了いたします。 

 これより議案第２号を採決いたします。 

 なお、採決につきましては、まず修正案について採決を行い、その修正案が可決された場合は

続いて修正部分を除く残りの原案について採決を行います。修正案が否決された場合は原案につ

いて採決を行います。 

 それではまず、修正案について採決いたします。 

 修正案に賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

 挙手多数であります。よって、修正案は可決されました。 

 続いて、ただいまの修正可決した部分を除く残りの原案について採決いたします。 

 修正部分を除くその他の部分については原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めま
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す。 

              〔賛成者挙手〕 

 挙手多数であります。よって、修正部分を除くその他の部分については原案のとおり可決され

ました。 

 原案賛成ということで少数意見を留保したい方はおられますか。 

○青山委員 私は少数意見として第２号の伊里公民館別棟整備事業及び健康づくり拠点施設整備

事業については市民にとって有益な政策というふうに思います。原案に賛成いたします。 

○橋本委員長 ただいまの少数意見に対して賛同者おられますか。 

 土器委員ですね。 

 それでは次に、星野委員の少数意見案をどうぞ。 

○星野委員 ヘルスパ関連予算は昨年の議会での意見を受けての予算化であり、予算の範囲内で

選択肢を広げ幅広い調査分析を望むところではあります。よって、今後の施設のあり方を検討す

る上で必要であると考えます。また、熊沢蕃山顕彰事業については各種計画との整合性、さまざ

まな角度からの適地選定、施設のあり方、事業内容など部署内、教育委員会会議で十分な議論を

行い、多くの住民から理解が得られる努力を行った後に実行に移すという前提はあるものの郷土

の誇りである熊沢蕃山の顕彰を考えていくべきと考えます。 

○橋本委員長 それでは、以上で議案第２号の審査を全て終了いたします。 

 修正案について軽微な修正は正副委員長にて行うことを御承認ください。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

よろしいですね 

 それでは、以上をもちまして予算委員会を終了いたします。 

 長時間御苦労さまでした。 

              午後７時１６分 閉会 


